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世
界
の
ど
こ
に
い
て
も
Ｎ
Ｙ
の
今
が
分
か
る
日
本
語
新
聞
︵
フ
リ
ー
︶©

All copyrights reserved to New York Seikatsu Press, Inc.

　
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
を
拠
点
に
活
動
す
る
世

界
的
現
代
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
カ
ウ
ズ
︵
Ｋ

Ａ
Ｗ
Ｓ
︶
の
高
さ
約
５
・
５
メ
ー
ト
ル
の
大

型
作
品
﹁
シ
ェ
ア
﹂
が
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ

ー
セ
ン
タ
ー
に
登
場
し
た
。
目
が
バ
ツ
に

な
っ
た
デ
ザ
イ
ン
が
特
徴
で
、
こ
れ
ま
で

デ
ィ
オ
ー
ル
や
ナ
イ
キ
、
ユ
ニ
ク
ロ
な
ど

多
く
の
ブ
ラ
ン
ド
と
の
コ
ラ
ボ
商
品
や
メ

ー
シ
ー
ズ
の
感
謝
祭
パ
レ
ー
ド
の
バ
ル
ー

ン
に
も
な
り
、
世
界
各
地
で
展
示
会
を
行

っ
て
い
る
。

　
今
年
２
月
か
ら
７
か
月
に
わ
た
り
、
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
美
術
館
で
開
催
し
た
大
規
模

な
特
別
展
﹁
ホ
ワ
ッ
ト
・
パ
ー
テ
ィ
﹂
も

今
月
５
日
に
終
え
た
ば
か
り
。
今
回
の
展

示
で
は
カ
ウ
ズ
の
ア
イ
コ
ン
と
も
な
っ
て

い
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
﹁
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
﹂

が
、
ピ
ン
ク
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
﹁
Ｂ
Ｆ
Ｆ

︵B
est Friends Forever

︶﹂
を
左
手
に

持
ち
、
周
囲
に
掲
げ
ら
れ
た
84
本
の
旗
も

デ
ザ
イ
ン
し
て
い
る
。

 

　
　
　
　 

︵
９
月
４
日
、
写
真
・
三
浦
良
一
︶

Ｋ
Ａ
Ｗ
Ｓ

巡
回
展
示
ロックフェラーセンターに

　
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国
総

領
事
館
は
3
日
、
今
秋
ま
で
に

実
施
さ
れ
る
予
定
の
衆
議
院
議

員
総
選
挙
の
在
外
選
挙
︵
郵
便

等
投
票
の
活
用
に
つ
い
て
︶
詳

細
を
発
表
し
た
。

■
海
外
か
ら
の
投
票
方
法

　﹁
在
外
公
館
投
票
﹂
の
ほ
か
、

﹁
郵
便
等
投
票
﹂
が
可
能
だ
が
、

郵
便
等
投
票
の
手
続
き
に
は
一

定
の
時
間
が
か
か
る
。
投
票
用

紙
は
、
選
挙
の
公
示
日
を
待
つ

こ
と
な
く
い
つ
で
も
登
録
先
の

市
区
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
に

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
郵
便
等
投
票
を
利
用
す
る

場
合
は
早
め
に
請
求
す
る
。

︵
１
︶
在
外
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
、
在
外
選
挙
人
証
を
持

っ
て
い
る
人
は
、﹁
在
外
公
館

投
票
﹂、﹁
郵
便
等
投
票
﹂、﹁
帰

国
投
票
﹂
の
３
つ
の
投
票
方
法

に
よ
り
国
政
選
挙︵
補
欠
選
挙
・

再
選
挙
を
含
む
衆
議
院
議
員
、

先
の
市
区
町
村
選
挙
管
理
委
員

会
に
郵
送
す
る
投
票
方
法
。
投

票
用
紙
の
請
求
・
交
付
・
送
付

に
選
挙
管
理
委
員
会
と
の
間
で

１
往
復
半
の
や
り
と
り
を
要
す

る
た
め
、
郵
便
等
投
票
の
手
続

に
は
一
定
の
時
間
が
か
か
る
。

投
票
用
紙
は
、
選
挙
の
公
示
日

を
待
つ
こ
と
な
く
い
つ
で
も
請

求
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

郵
便
等
投
票
の
利
用
者
は
、
早

め
に
請
求
す
る
。

︵
３
︶
な
お
、﹁
郵
便
等
投
票
﹂

の
た
め
に
投
票
用
紙
の
交
付
を

受
け
た
後
で
も
、﹁
郵
便
等
投

票
﹂
か
ら
﹁
在
外
公
館
投
票
﹂

に
投
票
方
法
を
切
り
替
え
る
こ

と
は
可
能
。
た
だ
し
、﹁
郵
便

等
投
票
﹂
の
た
め
に
投
票
用
紙

を
登
録
先
の
市
区
町
村
選
挙
管

理
委
員
会
に
請
求
す
る
際
、
投

票
用
紙
等
請
求
書
と
共
に
在
外

選
挙
人
証
を
送
付
す
る
必
要
が

あ
り
、
在
外
選
挙
人
証
が
選
挙

管
理
委
員
会
か
ら
返
送
さ
れ
る

ま
で
、﹁
在
外
公
館
投
票
﹂
に

よ
り
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
の
で
注
意
す
る
。

　
在
外
選
挙
制
度
や
投
票

方

法

等

の

詳

細

は
、

外

務

省

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ
﹁

在

外

選

挙

﹂︵https://w
w

w
.

m
ofa.go.jp/m

ofaj/toko/
senkyo/index.htm

l

︶

ま

た
は
、
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

﹁
在
外
選
挙
制
度
に
つ
い
て
﹂

︵h
ttps://w

w
w

.sou
m

u
.

g
o

.jp
/se

n
k

y
o

/h
o

h
o

.
htm

l

︶
を
参
照
す
る
。

　
　
　
　︵
関
連
記
事
４
面
に
︶

　
今
月
1
日
の
ハ
リ
ケ
ー
ン

﹁
ア
イ
ダ
﹂
か
ら
変
わ
っ
た
熱

帯
低
気
圧
に
よ
る
集
中
豪
雨
の

影
響
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
及
び

そ
の
近
郊
に
お
い
て
洪
水
や
停

電
の
被
害
が
多
発
し
、
多
数
の

死
傷
者
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
今
回
の
被
害
を
受
け
て
、
各

地
に
お
い
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

開
設
、
支
援
策
の
発
表
が
あ
っ

た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
は
4
日

午
前
8
時
よ
り
、
支
援
セ
ン
タ

ー
を
開
設
し
、
被
害
者
の
支
援

を
実
施
し
て
い
る
。
各
地
支
援

セ
ン
タ
ー
は
次
の
通
り
。

■
ス
タ
ッ
テ
ン
島
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ク
イ
ー
ン
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マ
ン
ハ
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タ
ン

 2
1

5
 W

 1
1

4
th

 S
treet, 

N
ew

 Y
ork, N

Y
 10026 

(I.S. 88)

■
ブ
ロ
ン
ク
ス

2365 W
aterbu

ry
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v
e-

n
u

e, B
ron

x
, N

Y
 10462 

(P.S. /M
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Ｎ
Ｊ
州
で
は
3
日
、
ハ
リ
ケ

ー
ン
被
害
を
受
け
た
従
業
員
数

が
50
人
以
下
の
企
業
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ

の
支
援
を
発
表
し
た
。
ま
た
、

連
邦
政
府
は
3
日
、
Ｎ
Ｙ
州
に

対
し
て
緊
急
災
害
宣
言
を
発
出

し
、
緊
急
時
対
応
基
金
か
ら
復

旧
作
業
に
５
０
０
万
ド
ル
を
支

援
す
る
と
発
表
。
Ｎ
Ｙ
州
は
３

日
時
点
に
お
い
て
、
７
９
０
０

の
家
庭
で
停
電
し
て
い
る
。

参
議
院
議
員
の
選
出
選
挙
︶
に

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

︵
２
︶
海
外
か
ら
の
在
外
選
挙

の
投
票
方
法
と
し
て
、﹁
在
外

公
館
投
票
﹂
の
ほ
か
﹁
郵
便
等

投
票
﹂
が
可
能
。
郵
便
等
投
票

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
の
一
助
に
も
な
る
の
で
、

活
用
を
推
奨
す
る
。

　﹁
郵
便
等
投
票
﹂
は
、
在
外

選
挙
人
名
簿
に
登
録
し
た
人

が
、
海
外
か
ら
登
録
先
の
市
区

町
村
選
挙
管
理
委
員
会
に
対

し
、
直
接
、
投
票
用
紙
を
請
求

し
、投
票
用
紙
の
交
付
を
受
け
、

記
載
済
み
の
投
票
用
紙
を
登
録

ハ
リ
ケ
ー
ン
被
災

Ｎ
Ｙ
市
が
支
援
セ
ン
タ
ー

在
外
選
挙
の
手
引
き

Ｎ
Ｙ
総
領
事
館
発
表
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家
族
旅
行
の
情
報
サ
イ
ト
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

ガ
イ
ド
は
こ
の
ほ
ど
、
子
連
れ

旅
行
に
好
条
件
の
都
市
ラ
ン
キ

ン
グ
を
発
表
し
、
１
位
は
Ｎ
Ｙ

市
だ
っ
た
。 

　
同
サ
イ
ト
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

旅
行
代
理
店
ト
リ
ッ
プ
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
デ
ー
タ
を
基
に
、
家

族
利
用
に
親
切
な
ホ
テ
ル
や
子

ど
も
に
適
し
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
、
子
ど
も
に
適
応
し
た
レ
ス

ト
ラ
ン
な
ど
の
数
や
質
を
５
点

満
点
で
採
点
し
、
米
国
内
の
主

要
１
０
０
都
市
を
評
価
し
た
。

Ｎ
Ｙ
市
は
、
家
族
利
用
に
親
切

な
ホ
テ
ル
１
５
２
件
、
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
１
４
３
件
、
レ
ス
ト

ラ
ン
30
件
が
評
価
対
象
に
な

り
、
総
合
点
７
・
６
１
で
最
も

高
か
っ
た
。

　
ホ
テ
ル
に
は
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
・
ホ
テ
ル
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
チ
ェ
ー
ン
、
娯
楽
に
は
セ
ン

ト
ラ
ル
・
パ
ー
ク
の
ピ
ー
タ
ー

パ
ン
・
ツ
ア
ー
や
９
１
１
記
念

博
物
館
、
ピ
ッ
プ
ス
・
ア
イ
ラ

ン
ド
、
レ
ス
ト
ラ
ン
に
は
ソ
ッ

ト
カ
ー
サ
・
ピ
ッ
ツ
ェ
リ
ア

︵SottoC
asa Pizzeria

︶、
カ

ジ
ュ
ア
ル
・
イ
タ
リ
ア
ン
の
ノ

ン
・
ソ
ロ
・
ピ
ア
ー
ダ
︵N

on 
Solo Piada

︶、
メ
キ
シ
コ
料

理
の
ハ
ハ
ハ
︵Jajaja

︶
が
含

ま
れ
て
い
る
。 

　
上
位
10
都
市
は
次
の
通
り
。

２
位
フ
ロ
リ
ダ
州
オ
ー
ラ
ン

ド
、
３
位
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
、
４
位
ハ
ワ
イ

州
ホ
ノ
ル
ル
、
５
位
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、
フ

ロ
リ
ダ
州
マ
イ
ア
ミ
、
７
位
ネ

バ
ダ
州
ラ
ス
ベ
ガ
ス
、
８
位
ル

イ
ジ
ア
ナ
州
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン

ズ
、９
位
フ
ロ
リ
ダ
州
タ
ン
パ
、

10
位
イ
リ
ノ
イ
州
シ
カ
ゴ
。

家
族
旅
行
に
適
し
た
都
市
ラ
ン
キ
ン
グ 

１
位
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス
第
２
弾

　
今
年
２
回
目
と
な
る
ジ
ャ
パ

ン
フ
ェ
ス
の
﹁
夏
祭
り
﹂
が
19

日
︵
日
︶
午
前
10
時
か
ら
午
後

６
時
ま
で
、
イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ

ジ
の
ス
ト
リ
ー
ト
︵
４
番
街
、

９
丁
目
と
10
丁
目
の
間
︶
で
開

催
さ
れ
る
。
主
催
者
に
よ
る

と
、
先
月
の
夏
祭
り
で
多
く
の

来
場
者
か
ら
﹁
も
っ
と
浴
衣
を

着
る
機
会
が
欲
し
い
﹂
と
い
う

声
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
を
受

け
、
ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス
史
上
初

と
な
る
年
に
２
回
目
の
開
催
を

決
定
し
た
と
い
う
。
今
回
も
浴

衣
の
販
売
や
コ
ン
テ
ス
ト
が
行

わ
れ
る
予
定
。
第
１
弾
で
は

１
０
０
人
以
上
が
浴
衣
で
来
場

し
、
そ
の
う
ち
42
人
が
浴
衣
コ

ン
テ
ス
ト
に
参
加
、
３
０
０
票

以
上
の
投
票
が
集
ま
っ
た
。
浴

衣
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
＠

JA
PA

N
FE

S

を
タ
グ
し
て
投

稿
す
る
と
誰
で
も
参
加
可
能
。

総
額
３
０
０
ド
ル
相
当
の
賞
品

景

品
︵U
M

A
M

I SQ
U

A
R

E

ギ
フ
ト
カ
ー
ド
＆
浴
衣
︶
が
用

意
さ
れ
て
い
る
。
前
回
の
コ
ン

テ
ス
ト
の
参
加
者
や
結
果
、
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

w
w

w
.japanfes.com

/
を
参

照
。

　
ま
た
、
10
月
23
日
︵
土
︶
に

チ
ェ
ル
シ
ー
で
開
催
さ
れ
る
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ

ス
へ
の
出
店
者
も
募
集
中
。
問

い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ルinfo@

japanfes.com

ま
で
。

再
び
Ｅ
ビ
レ
ッ
ジ
で

夏
祭
り
19
日

浴
衣
コ
ン
テ
ス
ト
も

https://www.japanfes.com/
https://www.japanfes.com/
https://www.japanfes.com/
https://www.japanfes.com/
tel:7182684956
https://gulliverusa.net/
https://top.his-usa.com/
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
ピ
ア

ニ
ス
ト
木
川
貴
幸
が
22
日︵
月
︶

午
後
７
時
30
分
か
ら
、
ル
・
ポ

ワ
ソ
ン
・
ル
ー
ジ
ュ
︵
ブ
リ
ー

カ
ー
通
り
１
５
８
番
地
︶
で
ソ

ロ
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
﹁
リ
ゲ

テ
ィ
と
ブ
ー
レ
ー
ズ
﹂
を
開
催

す
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ピ
エ
ー

ル
・
ブ
ー
レ
ー
ズ
の
﹁
ピ
ア
ノ

ソ
ナ
タ
第
２
番
﹂
と
﹁
ピ
ア
ノ

ソ
ナ
タ
第
３
番
﹂、
そ
し
て
ジ

ェ
ル
ジ
ュ
・
リ
ゲ
テ
ィ
の
﹁
ピ

ア
ノ
の
た
め
の
練
習
曲
﹂
か
ら

の
抜
粋
。
Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
紙
は

﹁
ブ
ー
レ
ー
ズ
の
楽
曲
は
木
川

の
手
中
に
﹂﹁
木
川
は
リ
ゲ
テ

ィ
の
複
雑
な
リ
ズ
ム
を
マ
ス
タ

ー
し
て
い
る
﹂
と
絶
賛
。

　
入
場
料
は
テ
ー
ブ
ル
席
︵
ミ

ニ
マ
ム
２
ア
イ
テ
ム
︶
が
前

売

り

25

ド

ル
、

当

日

30

ド

ル
。
立
ち
見
は
前
売
り
20
ド

ル
、
当
日
25
ド
ル
。
入
場
に

は
ワ
ク
チ
ン
摂
取
証
明
が
必

要
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳
細
は
ウ

ェ

ブ

サ

イ

トhttps://lpr.
com

、
ま
た
は
木
川
さ
ん
の

公
式
サ
イ
トhttps://w

w
w

.
takakigaw

a.com
/

を
参
照
。

木
川
貴
幸

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

﹁
リ
ゲ
テ
ィ
と
ブ
ー
レ
ー
ズ
﹂

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人

美

術

家

協

会
︵

Ｊ

Ａ

Ａ

Ｎ

Ｙ
、
松
田
常
葉
会
長
︶
の
第

49
回 

年
次
展
覧
会
が
マ
ン
ハ

タ
ン
の
天
理
文
化
協
会
︵
西

13

丁

目

43

番

地

Ａ
、

電

話

２
１
２
・
６
４
５
・
２
８
０
０
︶

で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
３
日
夕
、
そ
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
開
か
れ
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
の
山
野

内
勘
二
大
使
が
来
場
し
、
祝
辞

松
田
常
葉
、
三
浦
良
一
、
長
倉

一
美
、
小
野
田
昌
子
、
ロ
ス
郁

子
、
竹
下
宏
、
山
本
さ
と
こ
、

Y
U

K
A

K
O

、
遊
真
あ
つ
こ
の

現
会
員
と
昨
年
亡
く
な
っ
た
名

誉
会
長
の
飯
塚
国
雄
。

　
マ
ッ
ク
ス
・
ブ
レ
ッ
チ
ャ

ー
・
ジ
ュ
ニ
ア
賞
に
は
松
田
常

葉
さ
ん
、
末
村
敬
三
賞
は
、
林

幸
江
さ
ん
が
受
賞
し
た
。
ま
た
　

期
間
中
、
会
場
で
は
メ
イ
ン
の

作
品
の
展
示
販
売
と
は
別
に

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災

の
た
め
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
用
小

作
品
も
２
０
０
ド
ル
以
下
で
販

売
し
て
お
り
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

で
は
早
速
、
来
場
者
た
ち
が
小

作
品
を
買
い
求
め
て
い
た
。
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
展
示
作
品
の
販
売

に
よ
る
収
益
金
︵
作
品
価
格
の

50
％
︶
は
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ

テ
ィ
ー
の
災
害
救
済
基
金
に
寄

付
さ
れ
る
。

　
会
場
入
場
に
は
ワ
ク
チ
ン
接

種
証
明
と
身
分
証
明
書
の
提
示

が
必
要
で
マ
ス
ク
着
用
。

　
開
館
時
間
は
月
曜
か
ら
木
曜

が
正
午
か
ら
午
後
６
時
。
土
曜

が
正
午
か
ら
午
後
３
時
。
金
曜

と
日
曜
は
休
館
。
展
覧
会
は
16

日
ま
で
。

を
述
べ
た
。

　
山
野
内
大
使
は
﹁
芸
術
家
の

人
が
社
会
の
出
来
事
を
反
映
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
観
察

し
、
あ
る
い
は
社
会
か
ら
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
光
、
喜
び
を
も
ら
い
、

そ
の
作
品
が
多
く
の
人
の
感
動

を
呼
び
起
こ
し
、
イ
ン
ス
ピ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
与
え
て
い
る
。
公

邸
が
現
在
の
場
所
に
移
っ
た
の

が
１
９
７
２
年
と
美
術
家
協
会

創
立
の
年
と
同
じ
。
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で
来
年
50
周
年
を
迎
え
る

美
術
家
協
会
の
皆
さ
ん
の
ご
健

闘
と
さ
ら
な
る
発
展
を
祈
り
ま

す
﹂
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
に

励
ま
し
の
言
葉
を
贈
っ
た
。

　
例
年
は
、
ワ
イ
ン
な
ど
飲
み

物
な
ど
と
一
緒
に
、
１
０
０
人

以
上
が
集
ま
る
賑
や
か
な
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
だ
が
、
今
回
は
、
コ

ロ
ナ
禍
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
制
約

が
あ
る
中
で
作
家
20
人
を
含
め

入
場
制
限
50
人
と
い
う
感
染
予

防
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
な
か

で
の
開
催
と
な
っ
た
。

　
出
品
者
は
、
阿
井
次
郎
、
青

木
壽
子
、
青
柳
愛
子
、
愛
子

C
ascio

、
シ
モ
ン
千
加
子
、

藤
原
未
佳
子
、
古
川
文
香
、
林

幸
江
、
柏
木
文
子
、
越
光
桂
子
、

Ｎ
Ｙ
日
本
人
美
術
家
協
会

年
次
展
覧
会
始
ま
る

山野内大使（中央）と記念撮影する JAANY のアーテイストたち

https://lpr.com
https://www.takakigawa.com/
https://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/senkyo/vote.html
http://japanesenetwork.org/
https://www.nipponclub.org/
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　iP
h

o
n

e

や

A
pple W

atch

が

免
許
証
代
わ
り
に
使

わ
れ
る
時
代
が
到
来

し
そ
う
だ
。
ま
ず
ア

リ
ゾ
ナ
、
ジ
ョ
ー
ジ

ア
両
州
の
住
民

に
よ
る
デ
ジ
タ

ル
免
許
証
の
利

用
が
可
能
と
な

り
、
こ
の
流
れ

に
ケ
ン
タ
ッ
キ

ー
、
メ
リ
ー
ラ

ン
ド
、
オ
ク
ラ
ホ
マ
、
ア

イ
オ
ワ
、
ユ
タ
、
コ
ネ
チ

カ
ッ
ト
の
各
州
が
追
従
す

る
。
免
許
証
は
パ
ス
ポ
ー

ト
と
な
ら
ん
で
米
国
内
で

飛
行
機
に
搭
乗
す
る
際
に

提
示
を
求
め
ら
れ
る
身
分

証
明
書
の
一
つ
だ
が
、
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
運
輸
保
安

庁
︵
Ｔ
Ｓ
Ａ
︶
で
は
空
港

に
デ
ジ
タ
ル
免
許
証
の
保

持
者
向
け
の
専
用
レ
ー
ン

も
準
備
す
る
予
定
で
あ

り
、
同
技
術
の
採
用
を
決
定
す

る
州
は
今
後
も
増
え
て
い
く
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
と
言
っ
て
も

差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。
各
種

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
プ
リ
ペ

イ
ド
カ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
に
保
存
し
、
買
い
物
の
際
自

分
の
財
布
に
手
を
伸
ば
す
こ
と

な
く
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に
か
ざ

す
事
で
支
払
い
手
続
き
を
済
ま

せ
る
こ
と
が
可
能
な
﹁
ウ
ォ
レ

ッ
ト
﹂
の
機
能
は
導
入
当
初
か

ら
ユ
ー
ザ
ー
の
間
で
人
気
が
高

く
、
そ
の
利
便
性
に
つ
い
て

は
疑
い
の
余
地
が
無
か
っ
た

が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
現
金
の

や
り
取
り
に
抵
抗
を
持
つ
人

が
増
え
る
に
つ
れ
、
自
ら
の

手
で
何
か
を
触
る
必
要
の
無

い
﹁
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ス
﹂
の
需

要
は
急
速
に
高
ま
っ
て
き
て
い

る
。
そ
ん
な
中
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
州
で
言
え
ば
エ
ク
セ
ラ
ー
パ

ス
︵E

xcelsior Pass

︶

の

よ
う
な
デ
ジ
タ
ル
の
ワ
ク
チ
ン

パ
ス
ポ
ー
ト
、
更
に
今
回
の
デ

ジ
タ
ル
免
許
証
の
よ
う
な

州
政
府
公
認
の
デ
ジ
タ
ル

Ｉ
Ｄ
の
導
入
が
増
え
て
く

れ
ば
、
そ
う
遠
く
な
い
将

来
に
既
存
の
パ
ス
ポ
ー
ト

を
置
き
換
え
る
デ
ジ
タ
ル

パ
ス
ポ
ー
ト
が
導
入
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
も
不
思

議
で
は
な
い
。
ま
た
、
官

公
庁
の
レ
ベ
ル
で
デ
ジ
タ

ル
化
が
進
め
ば
、
社
員
証

や
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
入
館

証
と
い
っ
た
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
セ
ク
タ
ー
で
の
各
種
身

分
証
明
書
の
デ
ジ
タ
ル
化

も
時
間
の
問
題
と
な
っ
て

く
る
だ
ろ
う
。
一
方
で
課

題
は
残
る
。
一
つ
は
未
だ

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ

て
い
な
い
人
、
使
う
の
が

苦
手
な
人
達
へ
の
対
応
。
も
う

一
つ
は
電
子
機
器
特
有
の
問
題

だ
。
私
自
身
も
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

へ
の
通
勤
に
使
う
ロ
ン
グ

ア
イ
ラ
ン
ド
鉄
道
の
チ
ケ

ッ
ト
を
携
帯
ア
プ
リ
を
利

用
し
た
ｅ
チ
ケ
ッ
ト
に
切

り
替
え
た
が
、
持
ち
物
が

一
つ
増
え
た
。
外
付
け
の

バ
ッ
テ
リ
ー
で
あ
る
。

︵
え
が
わ
・
な
か
ば
／
デ

ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
︶
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デジタル免許証の発行は身分証明書の
デジタル化を加速するか？

　
菅
総
理
の
総
裁
選
不
出
馬
宣

言
に
よ
り
、
日
本
の
秋
の
政
局

は
や
や
シ
ン
プ
ル
と
な
っ
た
。

仮
に
総
理
が
あ
く
ま
で
続
投
に

こ
だ
わ
り
、
強
引
に
人
事
を
や

り
、
本
当
に
９
月
13
日
前
後
に

解
散
し
て
い
た
ら
、
事
態
は
も

っ
と
複
雑
に
な
っ
て
い
た
か
ら

だ
。
と
に
か
く
自
民
党
総
裁
選

は
９
月
29
日
の
投
開
票
、
そ
し

て
総
選
挙
に
つ
い
て
は
新
政
権

の
浸
透
を
待
っ
て
実
施
と
い
う

可
能
性
が
大
き
く
な
っ
た
。

　
自
民
党
と
す
れ
ば
、
新
政
権

の
人
気
化
に
加
え
て
コ
ロ
ナ
禍

の
感
染
拡
大
が
抑
制
で
き
れ
ば

勝
て
る
と
い
う
計
算
を
し
て
い

る
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
問
題
は

そ
う
単
純
で
は
な
い
。
政
局
の

奥
に
は
日
本
の
﹁
国
家
百
年
の

大
計
﹂
を
左
右
す
る
２
つ
の
大

き
な
問
題
が
横
た
わ
っ
て
お

り
、
こ
れ
を
総
裁
選
や
総
選
挙

を
通
じ
て
選
択
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
か
ら
だ
。

　
１
つ
は
財
政
規
律
の
問
題
で

あ
る
。
小
泉
政
権
以
降
の
20
年
、

日
本
は
曲
が
り
な
り
に
も
財
政

規
律
を
意
識
し
て
き
た
。
そ
の

点
で
財
務
省
は
一
貫
し
て
い
た

し
、
例
え
ば
２
０
０
９
年
か
ら

３
年
に
わ
た
っ
て
国
政
を
担
っ

た
民
主
党
政
権
は
世
界
的
に
見

れ
ば
超
タ
カ
派
の
経
済
財
政
政

策
を
採
用
し
て
い
た
。
こ
れ
を

批
判
し
て
登
場
し
た
第
二
次
安

倍
政
権
は
、
確
か
に
金
融
緩
和

は
行
っ
た
が
投
資
姿
勢
は
保
守

的
な
ま
ま
で
あ
り
、
菅
政
権
も

そ
の
延
長
に
あ
る
。
そ
の
背
景

に
は
、
日
本
の
国
家
債
務
が
既

に
危
険
水
域
に
入
っ
て
い
る
と

い
う
認
識
が
あ
っ
た
。
そ
れ
で

も
超
円
安
が
起
き
な
い
の
は
、

巨
大
な
国
債
発
行
残
高
が
国
内

の
個
人
金
融
資
産
で
消
化
で
き

て
い
る
と
い
う
理
由
で
あ
り
、

従
っ
て
財
務
省
は
危
機
感
を
緩

め
ず
に
歴
代
政
権
の
財
政
出
動

を
縛
り
続
け
た
の
で
あ
る
。

　
だ
が
、
今
回
の
政
局
で
は
こ

の
﹁
縛
り
﹂
を
解
き
放
つ
動
き

が
見
ら
れ
る
。
ま
ず
自
民
党
で

は
高
市
早
苗
氏
が
﹁
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
の
継
承
﹂を
言
い
な
が
ら
、

第
三
の
矢
で
あ
る
構
造
改
革
の

旗
は
下
ろ
し
つ
つ
﹁
プ
ラ
イ
マ

リ
ー
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
﹂
て
で

も
﹁
危
機
管
理
投
資
・
成
長
投

資
﹂
を
行
う
と
し
て
い
る
。
こ

れ
が
突
破
口
と
な
っ
た
よ
う

で
、
野
党
勢
力
も
20
か
ら
50
兆

円
の
﹁
真
水
の
経
済
対
策
﹂
な

ど
と
言
い
始
め
た
。

　
確
か
に
コ
ロ
ナ
禍
で
傷
つ
い

た
経
済
に
対
し
て
は
復
旧
の
投

資
は
必
要
だ
。
だ
が
、
高
市
案

で
は
構
造
改
革
を
止
め
て
投
資

だ
け
行
う
と
い
う
姿
勢
で
あ
る

し
、
野
党
の
案
は
よ
り
露
骨
な

バ
ラ
マ
キ
に
過
ぎ
な
い
。
い
つ

の
間
に
か
、
財
界
本
流
の
応
援

団
か
ら
貧
困
層
救
済
に
回
っ
た

岸
田
文
雄
氏
の
経
済
政
策
に

も
、﹁
改
革
﹂
や
﹁
成
長
﹂
へ

の
強
い
思
い
は
感
じ
ら
れ
な

い
。
問
題
は
、
こ
う
し
た
議
論

の
全
体
を
通
じ
て
財
政
規
律
へ

の
意
識
を
緩
め
な
が
ら
、
何
が

な
ん
で
も
リ
タ
ー
ン
を
取
る
と

い
う
戦
略
と
執
念
が
不
在
と
い

う
こ
と
だ
。
こ
れ
で
は
既
に
２

流
と
な
っ
た
日
本
経
済
が
３

流
、
い
や
破
綻
へ
の
道
を
加
速

し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
り
か
ね
な

い
。

　
２
点
目
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
だ
。
こ
ち
ら
は
政
局
に
お
け

る
論
争
は
低
調
で
あ
る
。
そ
ん

な
中
で
、
強
い
待
望
論
の
あ
る

河
野
太
郎
氏
と
小
泉
進
次
郎
氏

は
、
お
そ
ら
く
コ
ン
ビ
を
組
ん

で
菅
総
理
の
排
出
ガ
ス
ゼ
ロ
化

政
策
を
継
承
す
る
と
見
ら
れ
て

い
る
。
河
野
氏
は
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
比
率
ア
ッ
プ
に

強
い
執
念
を
見
せ
て
﹁
パ
ワ
ハ

ラ
﹂
と
い
う
中
傷
を
受
け
る
ほ

ど
だ
っ
た
し
、
小
泉
氏
は
本
来

自
分
の
課
題
で
あ
っ
た
は
ず
の

原
発
処
理
水
の
排
出
問
題
で
菅

総
理
が
泥
を
か
ぶ
っ
て
く
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
環
境
の
小
泉
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
を
辛
う
じ
て
守

っ
て
い
る
。

　
だ
が
、
こ
の
ま
ま
原
発
の
稼

働
を
増
や
さ
ず
に
進
む
の
で

は
、
日
本
の
電
力
需
要
は
支
え

ら
れ
な
い
し
、
当
面
の
排
出
ガ

ス
削
減
は
で
き
な
い
。
と
な
れ

ば
、
ト
ヨ
タ
の
豊
田
章
男
社
長

が
明
言
し
て
い
る
よ
う
に
、
日

本
国
内
で
は
自
動
車
が
作
れ
な

く
な
る
。
ま
た
製
鉄
な
ど
他
の

日
本
の
重
要
産
業
も
成
立
し
な

く
な
る
。
仮
に
、
製
造
業
を
諦

め
て
知
的
な
省
エ
ネ
経
済
に
シ

フ
ト
す
る
に
し
て
も
、
現
在
の

中
進
国
仕
様
の
教
育
改
革
に
は

時
間
が
か
か
る
。
従
っ
て
、
国

が
破
綻
せ
ず
に
改
革
を
進
め
る

に
は
期
限
を
切
っ
て
の
原
発
稼

働
が
必
須
で
あ
る
。

　
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
反
原

発
派
と
思
わ
れ
て
い
る
河
野
、

小
泉
コ
ン
ビ
が
﹁
２
０
５
０
年

全
面
廃
炉
﹂
を
掲
げ
て
、
そ
れ

ま
で
の
稼
働
の
許
可
を
世
論
か

ら
取
り
つ
け
る
シ
ナ
リ
オ
が
期

待
さ
れ
る
が
、
彼
ら
に
そ
の
決

意
と
能
力
が
あ
る
か
は
未
知
数

だ
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
ら
を

含
め
て
、
こ
の
問
題
の
争
点
化

か
ら
逃
げ
る
よ
う
な
ら
や
は
り

日
本
は
破
滅
の
道
を
歩
む
こ
と

に
な
る
。

　
新
人
ば
か
り
の
総
裁
選
、
与

野
党
逆
転
の
可
能
性
の
あ
る
総

選
挙
は
一
見
す
る
と
派
手
な
印

象
を
与
え
る
が
、
こ
の
秋
の
政

局
に
お
い
て
、
日
本
が
こ
の
２

つ
の
問
題
を
直
視
で
き
る
か
ど

う
か
は
、
国
家
存
続
を
左
右
す

る
分
岐
点
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

︵
れ
い
ぜ
い
・
あ
き
ひ
こ
／
作

家
・
プ
リ
ン
ス
ト
ン
在
住
︶

﹁
秋
の
政
局
で
大
き
な
転
換
点
に
立
っ
た
日
本
﹂

あ
め
り
か
時
評

閑
話
休
題

冷
泉
彰
彦

年
金
相
談
室

海外年金相談センター

市川俊治
http://nenkinichikawa.org

質問は E-Mail:shunjiichikawa@gmail.com
TEL&FAX 03-3226-3240

国
民
年
金
へ
の
Ｗ
Ｅ
Ｐ

誤
適
用
嘆
願
書
署
名

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
お
願
い

　
国
民
年
金
の
受
給
者
が
米
国

の
Ｓ
Ｓ
Ａ
︵
米
国
社
会
保
障
庁
︶

が
定
め
る
Ｗ
Ｅ
Ｐ
︵W

indfall 
E

lim
ination Provision 

棚

ぼ
た
排
除
規
定
︶
の
誤
適
用
に

よ
り
、
米
国
年
金
の
減
額
と
い

う
形
で
貴
重
な
老
後
の
生
活
資

金
が
侵
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
誤
適
用
の
早
期
是
正
を

目
指
し
て
米
国
非
営
利
法
人
Ｎ

Ｓ
Ｃ
Ａ
︵N

enkin Support
C

enter of A
m

erica

︶

が

２
０
２
０
年
8
月
に
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
Ｎ
Ｓ
Ｃ
Ａ
の
活
動
状
況
の
近

況
報
告
を
兼
ね
て
嘆
願
書
署
名

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
お
願
い
を
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

　
設
立
以
降
、
昨
年
10
月
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
り

１
１
７
人
の
方
か
ら
１
１
０
万

円
の
支
援
を
賜
り
、
そ
れ
を
基

に
Ｎ
Ｓ
Ｃ
Ａ
の
広
報
活
動
の
一

環
と
し
て
３
回
のW

ebinar

を
開
催
し
１
１
０
０
人
以
上
の

方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
ラ
ジ

オ
や
テ
レ
ビ
を
通
じ
て
Ｗ
Ｅ
Ｐ

誤
適
用
の
実
態
を
全
米
の
皆
様

に
伝
え
る
機
会
も
あ
り
ま
し

た
。
今
年
の
5
月
か
ら
﹁
月
刊

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
﹂
の
発
刊
が

開
始
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
広
報
活
動
を
通
じ

て
Ｎ
Ｓ
Ｃ
Ａ
の
活
動
を
知
り
、

活
動
に
賛
同
し
活
動
の
支
援
や

寄
付
の
申
し
出
と
い
っ
た
励
ま

し
の
言
動
を
頂
く
に
つ
け
、
大

変
あ
り
が
た
く
一
同
勇
気
づ
け

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
今
般C

hange.org

と
い
う
嘆
願
書
署
名
サ
イ
ト

を
活
用
し
て
、
駐
米
冨
田
浩

司
特
命
全
権
大
使
と
Ｓ
Ｓ
Ａ
　

K
ilolo K

ijakazi

長
官
代
行

宛
に
嘆
願
書
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

開
始
し
ま
し
た
。
冨
田
大
使
に

は
Ｓ
Ｓ
Ａ
と
の
交
渉
を
加
速
し

早
期
の
解
決
に
結
び
つ
く
よ

う
、
Ｓ
Ｓ
Ａ
のK

ijakazi

長

官
代
行
に
は
誤
適
用
の
早
期
解

消
を
求
め
る
嘆
願
で
す
。

　
嘆
願
書
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
是

非
ご
賛
同
い
た
だ
き
以
下
の
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
サ
イ
ト
を
通
じ
て

投
稿
下
さ
る
よ
う
お
願
い
致
し

ま
す
。
是
非
皆
さ
ん
の
署
名
を

お
届
け
く
だ
さ
い
！

　
ま
た
、お
知
り
合
い
の
方
に
、

こ
の
投
稿
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
情

報
を
拡
散
し
て
下
さ
れ
ば
幸
い

で
す
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
11
月

末
ま
で
に
１
０
０
０
件
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
。

　C
hange.org

は
、
世
界
で

４
・
５
億
人
が
利
用
す
る
経
済

的
正
義
、
刑
事
司
法
に
お
け
る

正
義
、
人
権
、
教
育
、
環
境
保

護
、
動
物
の
権
利
、
健
康
、
そ

し
て
持
続
可
能
な
食
品
を
中
心

テ
ー
マ
と
し
た
嘆
願
書
署
名
サ

イ
ト
で
す
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
サ
イ
ト

・
駐
米
冨
田
大
使
宛
　
　
　
　
　 　
　
　
　

http://chng.it/5JW
F

C
X

-
T

c・
Ｓ
Ｓ
Ａ
　K

ilolo K
ijakazi

長
官
代
行
宛
　
　

http://chng.it/yFQ
JsZsM
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日
本
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
禍
の
出
口
が
見
え
な
い
な

か
、
ネ
ッ
ト
投
票
を
進
め
る
動

き
が
出
て
き
た
。
総
務
省
は
海

外
在
住
の
日
本
人
を
対
象
と
し

た
在
外
投
票
で
の
ネ
ッ
ト
利
用

を
検
討
し
て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ

禍
が
思
わ
ぬ
追
い
風
と
な
る
可

能
性
が
あ
る
。

　
立
憲
民
主
、
国
民
民
主
両
党

は
先
の
通
常
国
会
会
期
中
の
６

月
11
日
、
議
員
立
法
﹁
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
投
票
の
導
入
の
推
進

に
関
す
る
法
案
﹂を
提
出
し
た
。

　
法
案
は
ネ
ッ
ト
投
票
の
基
本

方
針
や
行
程
を
定
め
る
も
の

で
、
ま
ず
推
進
会
議
を
政
府
内

に
新
設
し
、
具
体
的
な
制
度
設

計
や
技
術
上
の
課
題
を
１
年
か

け
て
検
討
し
、
結
論
を
国
会
に

報
告
す
る
。
そ
の
後
、
ネ
ッ
ト

投
票
実
施
の
法
案
を
策
定
す
る

と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
法
案
︵
特

定
の
政
策
を
実
現
す
る
た
め
の

手
順
や
日
程
な
ど
を
規
定
し
た

法
律
︶
と
な
っ
て
お
り
、
選
挙

制
度
だ
け
に
慎
重
に
進
め
る
内

容
だ
。
現
在
、
国
会
閉
会
に
伴

い
継
続
審
議
に
な
っ
て
い
る
。

　
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
は
①
ど

こ
か
ら
で
も
利
用
で
き
る
こ

と
、
②
選
挙
期
間
中
は
24
時
間

投
票
が
で
き
る
こ
と
、
③
不
正

投
票
防
止
や
﹁
投
票
の
秘
密
﹂

保
持
の
た
め
の
暗
号
化
技
術
の

活
用
、
④
投
票
用
紙
を
使
う

現
行
の
方
法
と
併
用
な
ど
だ
。

２
０
２
５
年
の
参
院
選
か
ら
の

導
入
を
目
指
す
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
の
療
養
者
の
ネ
ッ
ト
投
票
に

つ
い
て
は
一
足
早
い
実
施
を
検

討
す
る
。

　
法
案
の
筆
頭
提
出
者
の
中
谷

一
馬
衆
院
議
員︵
立
憲
民
主
党
︶

に
よ
れ
ば
、
投
開
票
の
コ
ス
ト

効
率
化
や
利
便
性
向
上
も
あ
る

が
、﹁
一
番
は
憲
法
で
保
障
さ

れ
た
参
政
権
を
守
る
こ
と
。
投

票
所
に
行
く
の
が
困
難
な
人
に

投
票
の
権
利
を
確
保
す
る
﹂
こ

と
だ
と
い
う
。
海
外
で
は
エ
ス

ト
ニ
ア
な
ど
の
導
入
例
が
あ
り

﹁
技
術
的
な
問
題
が
起
き
る
と

は
考
え
づ
ら
い
﹂
と
述
べ
る
。

ネ
ッ
ト
投
票
で
若
者
の
投
票
率

も
上
が
る
と
期
待
さ
れ
る
。

野
党
が
ネ
ッ
ト
投
票
法
案
提
出

在
外
選
挙
に
追
い
風

http://www.egawanakaba.com
mailto:E-Mail:shunjiichikawa@gmail.com
http://nenkinichikawa.org
http://chng.it/5JWFCX-Tc
http://chng.it/yFQJsZsM
http://chng.it/yFQJsZsM
http://chng.it/yFQJsZsM
http://chng.it/yFQJsZsM
http://www.nyseikatsu.com
https://peraichi.com/landing_pages/view/hsf6r
http://www.iiicareer.com/
http://goldsteinvisa.com


(5  )  ［社　会］ 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU 2021 年（令和 3 年）9 月11日（土）

　
14
日
か
ら
の
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ

ー
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
再
開
を

祝
う
無
料
イ
ベ
ン
ト
﹁
カ
ー
テ

ン
ア
ッ
プ
！
﹂
が
17
日
︵
金
︶

か
ら
19
日
︵
日
︶
ま
で
の
３
日

間
、
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
で
開

催
さ
れ
る
。
期
間
中
は
メ
イ
ン

ス
テ
ー
ジ
を
は
じ
め
、
ブ
ロ
ー

ド
ウ
エ
ー
45
丁
目
か
ら
48
丁
目

の
各
所
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
る
。
メ
イ
ン
イ
ベ

ン
ト
と
な
る
最
終
日
午
前
11
時

か
ら
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
コ
ン
サ
ー

ト
で
は
、
シ
カ
ゴ
、
ア
ラ
ジ
ン
、

ラ
イ
オ
ン
キ
ン
グ
、
オ
ペ
ラ
座

の
怪
人
な
ど
多
く
の
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
に
出
演
す
る
キ
ャ
ス
ト
た

ち
が
登
場
し
歌
や
ダ
ン
ス
を
披

露
す
る
。
出
演
者
や
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
の
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トhttps://w
w

w
.playbill.

com
/curtainup

を
参
照
。

　
ま
た
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
・
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
の
再
開
に
合
わ

せ
、
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
に
あ

　
秋
篠
宮
家
の
長
女
眞
子
さ
ま

︵
29
︶
が
小
室
圭
さ
ん
︵
29
︶

と
年
内
に
結
婚
さ
れ
る
見
通
し

で
あ
る
こ
と
が
国
内
外
で
相
次

い
で
報
道
さ
れ
た
。
一
般
で
の

結
納
に
当
た
る
﹁
納
采
の
儀
﹂

や
天
皇
皇
后
両
陛
下
に
お
別
れ

の
挨
拶
を
す
る
﹁
朝
見
の
儀
﹂

な
ど
、
女
性
皇
族
の
婚
約
や
結

婚
に
伴
う
皇
居
・
宮
殿
で
の
儀

式
は
す
べ
て
行
わ
れ
な
い
見
通

し
だ
。
眞
子
さ
ま
は
皇
籍
を
離

脱
し
、
自
治
体
に
婚
姻
届
を
提

出
す
る
。
皇
室
を
離
れ
る
際
に

国
か
ら
支
給
さ
れ
る
結
婚
一
時

金
約
１
億
４
０
０
０
万
円
は
辞

退
す
る
意
向
と
い
う
。

秋
篠
宮
さ
ま
は
去
年
11
月
、

﹁
憲
法
に
も
結
婚
は
両
性
の
合

意
の
み
に
基
づ
い
て
と
い
う
の

が
あ
り
ま
す
。
本
人
た
ち
が
本

当
に
そ
う
い
う
気
持
ち
で
あ
れ

ば
、
親
と
し
て
は
そ
れ
を
尊
重

す
る
べ
き
も
の
だ
と
い
う
ふ
う

に
考
え
て
い
ま
す
﹂
と
述
べ
ら

れ
て
い
た
。

二
人
は
２
０
１
７
年
９
月
に

婚
約
が
内
定
し
記
者
会
見
も
行

な
っ
た
。
18
年
３
月
に
納
采
の

儀
を
行
っ
た
上
で
、
同
年
11
月

に
結
婚
式
を
挙
げ
る
予
定
だ
っ

た
。
と
こ
ろ
が
17
年
12
月
に
小

室
さ
ん
の
母
親
と
元
婚
約
者
と

の
金
銭
問
題
が
週
刊
誌
報
道
で

発
覚
す
る
騒
ぎ
に
な
っ
た
。
時

間
的
余
裕
が
な
い
こ
と
を
理
由

に
結
婚
は
延
期
と
な
り
、
宮
内

庁
は
18
年
２
月
、
結
婚
関
係
儀

式
を
20
年
に
延
期
す
る
と
発
表

し
た
。

　
小
室
さ
ん
は
18
年
８
月
か

ら
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
に
あ
る
フ
ォ
ー
ダ
ム
大

法
科
大
学
院︵
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
︶

に
留
学
し
今
年
５
月
に
卒
業
、

７
月
に
Ｎ
Ｙ
州
の
司
法
試
験
を

受
け
た
。
合
否
は
12
月
中
旬
ま

で
に
発
表
さ
れ
る
が
、
合
格
は

難
し
く
な
い
と
み
ら
れ
、
弁
護

士
資
格
取
得
後
は
現
地
の
法
律

事
務
所
に
就
職
す
る
方
向
と
い

う
。
眞
子
さ
ま
と
生
活
し
て
い

く
見
通
し
が
立
っ
た
こ
と
か
ら

年
内
結
婚
が
決
ま
っ
た
と
見
ら

れ
る
。
二
人
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
新
婚
生
活
を
送
る
可
能
性
が

高
い
。
皇
籍
を
離
脱
し
民
間
人

と
な
る
た
め
皇
宮
警
察
や
警
視

庁
の
警
護
対
象
者
か
ら
外
れ
る

が
、
眞
子
さ
ま
が
上
皇
・
上
皇

后
両
陛
下
の
初
孫
で
あ
る
こ
と

に
変
わ
り
は
な
い
。
過
去
に
は

１
９
６
３
年
に
女
性
上
皇
陛
下

の
妹
・
島
津
貴
子
さ
ん
の
誘
拐

未
遂
が
発
覚
す
る
な
ど
、
元
皇

族
女
性
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ

た
こ
と
が
あ
る
。
上
皇
・
上
皇

后
両
陛
下
の
長
女
・
黒
田
清
子

さ
ん
や
上
皇
陛
下
の
姉
の
池

田
厚
子
さ
ん
は
、
現
在
も
地
元

警
察
署
が
警
備
対
象
と
し
て
い

る
。
ア
ジ
ア
系
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ

ム
も
あ
る
米
国
で
あ
る
た
め
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警
の
協
力
な

ど
を
得
て
な
ん
ら
か
の
警
備
が

必
要
と
い
う
声
が
あ
る
。
年
内

結
婚
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
米
国
で

も
バ
ニ
テ
ィ
ー
フ
ェ
ア
や
ピ
ー

プ
ル
と
い
っ
た
雑
誌
メ
デ
ィ
ア

を
中
心
に
報
じ
ら
れ
た
。
Ｆ
Ｏ

Ｘ
ニ
ュ
ー
ス
も
﹁
日
本
の
眞
子

内
親
王
が
リ
ー
ガ
ル
ア
シ
ス
タ

ン
ト
と
結
婚
前
に
１
３
０
万
ド

ル
を
辞
退
﹂
な
ど
と
伝
え
た
。

眞
子
さ
ま
新
婚
生
活
Ｎ
Ｙ
な
ら

安
全
確
保
の
身
辺
警
護
課
題

　
今
月
18
日
の
ス
ミ
ソ
ニ
ア

ン
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
デ
ー

は
、
米
国
内
の
多
く
の
博
物
館

や
美
術
館
が
入
場
無
料
と
な

る
。
今
年
で
17
回
目
と
な
る
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
・
デ
ー
は
、
食
品

メ
ー
カ
ー
大
手
ク
エ
ー
カ
ー
・

オ
ー
ツ
社
が
ス
ポ
ン
サ
ー
と
な

り
、
Ｎ
Ｙ
州
で
は
、
Ｎ
Ｙ
市
内

の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
オ
ブ
・
ア

ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
デ
ザ
イ
ン
や

る
劇
場
チ
ケ
ッ
ト
・
デ
ィ
ス
カ

ウ
ン
ト
ブ
ー
ス
の
チ
ケ
ッ
ツ

︵
Ｔ
Ｋ
Ｔ
Ｓ
︶
も
14
日
︵
火
︶

か
ら
オ
ー
プ
ン
し
、
割
引
チ
ケ

ッ
ト
の
販
売
を
開
始
す
る
。
タ

イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
を
見
下
ろ
せ

る
赤
い
階
段
の
下
に
あ
る
チ
ケ

ッ
ツ
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
劇

場
が
閉
鎖
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り

昨
年
３
月
12
日
以
降
閉
鎖
さ
れ

て
い
た
。
チ
ケ
ッ
ツ
で
は
こ
れ

ま
で
通
り
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
・

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
当
日
の
公
演

チ
ケ
ッ
ト
を
最
大
50
％
オ
フ
で

販
売
す
る
。
営
業
時
間
は
、
火

曜
・
木
曜
・
金
曜
が
午
後
３
時

か
ら
８
時
ま
で
、
水
曜
・
土
曜

は
正
午
か
ら
午
後
８
時
ま
で
、

日
曜
は
午
前
11
時
か
ら
午
後
７

時
ま
で
で
、
10
月
ま
で
は
月
曜

定
休
。

Ｎ
Ｙ
市
立
博
物
館
、
Ｎ
Ｙ
市
消

防
博
物
館
、
ポ
ス
タ
ー
・
ハ

ウ
ス
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
バ
ー

グ
・
ア
ー
ト
・
ア
ン
ド
・
ヒ
ス

ト
リ
ー
・
セ
ン
タ
ー
を
含
む
約

40
か
所
の
文
化
施
設
が
参
加
す

る
。
入
場
無
料
だ
が
、
事
前
の

チ
ケ
ッ
ト
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が

必
要
。
参
加
施
設
の
情
報
や
チ

ケ
ッ
ト
入
手
な
ど
の
詳
細
は

sm
ithoinanm

ag.com

ブロードウエー再開を前に大勢の観光客や市民で賑わうタイムズスクエア（６日午後８時、撮影・三浦良一）

劇場街再開

無料イベント
タイムズスクエアで

ブロードウエー 14 日から
美
術
館
と
博
物
館
が
無
料
に

18
日
に
市
内
40
の
文
化
施
設
対
象

https://www.playbill.com/curtainup
smithoinanmag.com
https://www.oishinbo-ny.com/
https://michaeldunnlaw.com
https://www.maxjob.com/
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
http://www.rostamilaw.com
tel:2122136069
http://jweeklyusa.com
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Ｔ
Ｏ
М
Ａ
税
理
士
法
人
の
大

谷
で
す
。
日
本
に
親
が
い
る
方
、

日
本
に
財
産
が
あ
る
方
、
将
来

日
本
で
終
活
し
た
い
方
に
向
け

て
、
『
日
本
の
相
続
税
の
最
低

限
の
知
識
』
を
持
っ
て
い
た
だ

き
た
く
、
3
回
に
わ
た
り
コ
ラ

ム
を
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
日
本
は
諸
外
国
に
比
べ
相
続

税
が
高
い
こ
と
を
ご
存
じ
で
す

か
？
　
ま
ず
相
続
税
の
基
礎
控

除
（
非
課
税
額
）
で
す
が
、
米

国
の
約
12
億
円
に
対
し
、
日
本

は
４
千
万
円
前
後
（
法
定
相
続

人
の
数
で
異
な
る
）
。
つ
ま
り
、

被
相
続
人
が
資
産
家
で
な
く
て

も
、
東
京
に
自
宅
マ
ン
シ
ョ
ン

一
室
を
持
っ
て
い
れ
ば
、
相
続

税
が
発
生
し
ま
す
。
そ
の
確
率

は
亡
く
な
る
方
4
人
に
1
人
。

日
本
で
は
相
続
税
は
他
人
事
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

非
課
税
）。

　
そ
し
て
、
基
礎
控
除
、
配
偶

者
控
除
が
低
い
だ
け
で
な
く
、

税
率
も
高
い
で
す
。
米
国
の
最

高
税
率
は
40
％
で
す
が
、
日
本

は
55
％
で
す
。

　
過
去
、
財
産
の
国
外
移
設
、

相
続
開
始
前
の
国
外
脱
出
な
ど

に
よ
る
相
続
税
課
税
逃
れ
を
防

ぐ
た
め
度
々
税
制
改
正
が
な
さ

れ
、
そ
の
結
果
現
在
で
は
簡
単

に
逃
れ
ら
れ
な
い
厳
し
い
課
税

制
度
に
な
っ
て
い
ま
す
。

大
谷 

亜
紀
／
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ
税
理

士
法
人
　
資
産
税
部
部
長
資
産

税
専
門
税
理
士
。
国
際
相
続
も

含
め
数
多
く
の
相
続
対
策
を

支
援
。
相
談
は soudan-s@

toma.co.jp 

ま
で

「
日
本
の
相
続
税
事
情
」

　
ま
た
配
偶
者
に
対
す
る
優
遇

措
置
も
低
い
で
す
。
米
国
で
は
、

市
民
の
配
偶
者
な
ら
無
制
限
で

非
課
税
で
す
が
、
日
本
で
は
、

配
偶
者
は
総
財
産
の
1
／
2
ま

で
し
か
非
課
税
枠
が
あ
り
ま
せ

ん
（
相
続
人
が
配
偶
者
と
子
供

の
場
合
。
総
財
産
の
1
／
2
の

金
額
が
１
・
６
億
円
に
満
た
な

い
場
合
は
、
１
・
６
億
円
ま
で

1

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

（
Ｊ
Ａ
Ａ
）
で
９
月
と
10
月
に

開
催
さ
れ
る
第
15
回
秋
の
ヘ
ル

ス
フ
ェ
ア
（
共
催
・
Ｎ
Ｙ
日
系

人
会
Ｊ
Ａ
Ａ
、
邦
人
・
日
系
人

高
齢
者
問
題
協
議
会
、
邦
人
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
後
援
・
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事
館
）

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
９
月
26
日

（
日
）
か
ら
10
月
３
日
（
日
）

ま
で
日
本
で
活
躍
す
る
有
名
講

師
がY

O
U

T
U

B
E

で
講
演
を

配
信
す
る
「
大
人
の
教
養
講
座

シ
リ
ー
ズ
特
別
講
座
編
」（
主

催
／
講
師
派
遣
・
マ
イ
ベ
ス
ト

プ
ロ
、
協
力
・
マ
イ
イ
ベ
ン
ト

Ｕ
Ｓ
Ａ
）
が
公
開
さ
れ
る
。

　
講
演
内
容
は
「
ど
う
す
る
？

シ
ニ
ア
の
単
身
永
住
帰
国
」（
講

師
・
一
般
社
団
法
人
日
本
リ
レ

ー
シ
ョ
ン
サ
ポ
ー
ト
協
会
代
表

理
事
・
山
口
里
美
氏
）、「
ワ
ン

ち
ゃ
ん
の
経
絡
（
け
い
ら
く
）

リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
ア
ロ
マ

ケ
ア
」（
講
師
・
ペ
ッ
ト
の
ア

ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
和
田
淳
子

氏
）、「
石
鹸
は
食
と
同
じ
な

り
！
　
お
家
の
キ
ッ
チ
ン
で
、

無
添
加
の
手
作
り
石
鹸
作
り
ま

せ
ん
か
？
」（
講
師
・
手
作
り

石
鹸
講
師
、
あ
め
お
氏
）、「
イ

ベ
ン
ト
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も

活
か
せ
る
！
心
の
価
値
か
ら
考

え
る
お
仕
事
の
法
則
」（
講
師
・

事
業
育
成
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

北
林
弘
行
氏
）。

　
こ
の
講
座
は
、
日
本
全
国
各

地
で
活
躍
す
る
３
０
０
０
人
以

上
の
専
門
家
を
紹
介
す
る
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「
マ
イ
ベ
ス
ト

プ
ロ
」
を
運
営
す
る
株
式
会
社

フ
ァ
ー
ス
ト
ブ
ラ
ン
ド
、
マ
イ

ベ
ス
ト
プ
ロ
・
ジ
ャ
パ
ン
（
本

社
・
大
阪
市
、
河
本
扶
美
子
社

長
）
が
２
０
１
８
年
か
ら
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
に
講
師
を
派
遣
し
て

毎
年
Ｎ
Ｙ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

企
画
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
ヘ
ル

ス
フ
ェ
ア
に
参
加
し
て
い
る
も

の
。
昨
年
か
ら
は
コ
ロ
ナ
禍
で

オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
に
切
り
替
え

実
施
し
て
い
る
。

山口里美氏

和田淳子氏

あめお氏

北林弘行氏

大
人
の
教
養
講
座
シ
リ
ー
ズ

Ｊ
Ａ
Ａ
秋
の
ヘ
ル
ス
フ
ェ
ア
で
９
月
26
日
か
ら
10
月
３
日

日
本
の
有
名
講
師
が
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信

会
場
で
受
講
可
能
な

特
別
視
聴
会
を
実
施

Ｊ
Ａ
Ａ
で
10
月
２
日

　
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

の
語
学
セ
ン
タ
ー
は
、
16
日

（
木
）
に
英
語
の
冠
詞
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
、22
日
（
水
）

に
初
級
日
本
語
教
師
養
成
講
座

を
開
講
す
る
。
日
本
人
向
け
に

構
成
さ
れ
た「
英
会
話
教
室（
初

級
、
中
級
、
上
級
）」
と
、
日

本
か
ら
も
受
講
で
き
る
夜
の
英

会
話
教
室（
中
級
）は
28
日（
火
）

か
ら
始
ま
る
。
ま
た
、
書
道

教
室
（
全
レ
ベ
ル
）
は
24
日

（
金
）
開
始
。
す
べ
て
の
授
業

はzoom

を
使
っ
た
オ
ン
ラ
イ

ン
で
行
わ
れ
る
。
授
業
料
や
時

間
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
は
、
電

話
２
１
２
・
７
１
５
・
１
２
６
９

（
１
２
９
３
）、
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ルlanguage_inquiries@
japansociety.org

ま
で
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トw

w
w

.
japansociety.org

を
参
照
。

Ｊ
Ｓ
語
学
セ
ン
タ
ー

受
講
生
受
け
付
け
中

　
総
合
不
動
産
サ
ー
ビ
ス
の
リ

ダ
ッ
ク
は
24
日
（
金
）
午
後
４

時
か
ら
、
日
本
へ
帰
任
す
る
駐

在
員
向
け
の
「
日
本
帰
任
前
ウ

ェ
ブ
・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」

を
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
開
催
す
る
。

　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
①
帰
国
に
向
け
て
必
要
な

準
備
と
帰
国
後
の
手
続
き
、
②

賃
貸
住
宅
退
去
ま
で
の
流
れ
と

注
意
点
、
③
帰
国
直
前
の
一
時

滞
在
先
と
帰
国
後
の
住
ま
い
の

手
配
、
④
学
校
関
連
の
必
要
書

類
と
手
続
き
、
⑤
車
の
処
分
に

つ
い
て
、⑥
質
疑
応
答
を
行
う
。

参
加
費
無
料
だ
が
要
事
前
登

録
。今
後
は
動
画
を
作
成
の
上
、

オ
ン
デ
マ
ン
ド
で
い
つ
で
も
視

聴
可
能
な
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行

を
検
討
。
参
加
登
録
リ
ン
ク

https://form
s.office.com

/
r/B

b942M
fycV

か
ら
。

駐
在
員
の
帰
任
前
ウ
ェ
ブ

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

リ
ダ
ッ
ク
24
日
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で

　
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
は
、
今

年
10
月
以
降
の
日
本
発
着
便
フ

ラ
イ
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
発
表

し
た
。
太
平
洋
路
線
は
、
現
行

路
線
の
継
続
運
航
に
加
え
、
引

き
続
き
旺
盛
な
貨
物
需
要
に
対

応
す
る
た
め
成
田
〜
ニ
ュ
ー
ア

ー
ク
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
路
線
を

週
５
便
か
ら
毎
日
運
航
へ
と
増

便
。
こ
れ
に
よ
り
10
月
の
日
本

発
着
合
計
路
線
数
・
便
数
は
、

９
月
と
比
較
し
て
週
２
便
増
加

し
、
計
５
路
線
週
27
便
へ
と
拡

大
す
る
。

　
10
月
以
降
の
日
本
発
着
運
航

便
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
次
の
通

り
。
成
田
〜
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
（
毎
日
運
航
）、
成
田
〜
ニ

ュ
ー
ア
ー
ク
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

（
毎
日
運
航
）、
成
田
〜
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
（
週
３
便
:
成
田
発
は

水
・
金
・
日
曜
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
発
は
火
・
木
・
土
曜
に
運
航
）、

羽
田
〜
シ
カ
ゴ
（
週
３
便
:
羽

田
発
が
水
・
金
・
日
曜
、
シ
カ

ゴ
発
が
火
・
木
・
土
曜
に
運

航
）。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://w
w

w
.united.com

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空

　
日
本
ク
ラ
ブ
は
、
同
ク
ラ
ブ

会
員
特
典
の
一
つ
で
あ
る
Ｊ
Ｆ

Ｋ
空
港
の
日
本
航
空
ラ
ウ
ン
ジ

利
用
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
、
こ

れ
ま
で
利
用
し
て
い
た
ア
リ
タ

リ
ア
航
空
ラ
ウ
ン
ジ
が
プ
ラ
イ

ム
ク
ラ
ス
ラ
ウ
ン
ジ
に
変
更
と

な
っ
た
と
会
員
向
け
に
ア
ナ

ウ
ン
ス
し
た
。
通
常
は
利
用

に
59
ド
ル
か
か
る
が
日
本
ク

ラ
ブ
登
録
会
員
で
Ｊ
Ａ
Ｌ
便

搭
乗
者
の
み
無
料
で
利
用
が

可
能
に
な
る
。
会
員
特
典
一

覧
・
利
用
方
法
は
日
本
ク
ラ
ブ

の
サ
イ
ト
（https://w

w
w

.
nipponclub.org

）
内
の
「
メ

ン
バ
ー
シ
ッ
プ
」
か
ら
「
会
員

特
典
」
を
参
照
す
る
。

日本クラブ会員に特典

JALラウンジどうぞ

ジョン・F・ケネディ国際空港

　
期
間
中
は
好
き
な
日
時
に
好

き
な
講
師
の
講
座
を
受
講
で
き

る
。
ま
た
自
宅
で
視
聴
で
き
な

い
人
は
、
日
系
人
会
で
10
月
２

日
（
土
）
午
後
１
時
か
ら
３

時
ま
で
特
別
視
聴
会
を
実
施

す
る
の
で
会
場
で
の
受
講
も

可
能
だ
。
受
講
・
参
加
は
無

料
だ
が
事
前
の
申
し
込
み
が

必
要
。
申
し
込
み
先
は
電
話

２
１
２
・
８
４
０
・
６
９
４
２
、

Ｅ
メ
ー
ル info@

jaany.org

　

日
本
へ
５
路
線
27
便
に

https://www.united.com
https://www.united.com
https://www.united.com
https://www.united.com
https://forms.office.com/r/Bb942MfycV
mailto:soudan-s@toma.co.jp
https://www.nipponclub.org
http://www.japansociety.org
http://www.japansociety.org
http://www.japansociety.org
mailto:info@jaany.org%E3%80%80
mailto:info@jaany.org%E3%80%80
mailto:info@jaany.org%E3%80%80
https://toma.co.jp/seminar/sou-zoku-us/
https://heiseiginyukai.com/jpn/
https://www.hondag.com
http://kkobo.com/
https://www.mtckitchen.com
http://myriverside.net/home
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来
る
べ
き
人
材
採
用
難
と
従
業
員
の
離
職
対
策

クイック USA

60

し
た
。
特
に
飲
食
業
や
接
待
業

で
は
今
ま
で
に
な
い
採
用
難
に

直
面
し
て
い
ま
す
。
他
に
深
刻

な
採
用
難
の
業
種
と
し
て
は
、

長
距
離
の
大
型
ト
ラ
ッ
ク
運
転

手
、
建
設
業
者
、
引
越
し
業
者
、

製
材
工
場
の
従
業
員
、
そ
し
て

精
神
科
の
医
師
や
獣
医
師
な
の

だ
そ
う
で
す
。

　
多
く
の
ア
メ
リ
カ
企
業
で
は

社
内
に
求
人
が
出
た
場
合
、
そ

の
こ
と
を
友
人
や
親
戚
な
ど
に

照
会
を
し
て
、
採
用
ま
で
に
至

っ
た
際
に
は
特
別
ボ
ー
ナ
ス
を

支
給
す
る
と
い
う
施
策
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｈ
Ｒ
Ｍ
の
会

員
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
れ

ば
、
そ
の
特
別
ボ
ー
ナ
ス
は 

１
０
０
０
ド
ル
か
ら
３
万
ド
ル

の
レ
ン
ジ
で
あ
っ
た
と
い
い
ま

す
。
こ
こ
ま
で
し
な
い
と
、
ア

メ
リ
カ
企
業
で
あ
っ
て
も
人
材

の
確
保
は
ま
ま
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
採
用
難
が
深
刻
に
な
る
一
方

で
、
従
業
員
に
働
き
続
け
て
も

ら
う
た
め
の
ケ
ア
や
配
慮
が
必

要
に
な
る
こ
と
は
想
像
に
難
く

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
書
き
ま
す

と
、
す
ぐ
に
で
も
給
与
体
系
の

　
連
邦
労
働
統
計
局
か
ら
発
表

の
あ
っ
た
２
０
２
１
年
7
月
の

農
業
部
門
を
除
く
失
業
率
︵
速

報
値
︶
は
５
・
４
％
だ
と
い
う

こ
と
で
、
前
の
月
の
５
・
９
％

に
比
べ
て
１
か
月
の
間
に
０
・

５
％
も
下
が
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
だ
け
雇
用
さ
れ
た
人
々
が
増

え
た
と
い
う
証
左
に
な
り
ま
す

が
、
さ
ら
に
そ
の
背
景
状
況
を

見
ま
す
と
、
デ
ル
タ
変
異
種
の

影
響
で
労
働
参
入
率
は
低
調
な

ま
ま
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ

れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
2
年
前
の

コ
ロ
ナ
禍
前
に
比
べ
る
と
全

米
の
労
働
就
労
者
は
い
ま
だ

５
７
０
万
人
も
下
回
っ
て
お

り
、
失
業
率
の
政
府
統
計
調
査

か
ら
も
排
除
さ
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
人
々
が
相
当
数
い
る
こ
と

が
推
察
さ
れ
ま
す
。

　
州
の
最
低
賃
金
が
連
邦
の

７
・
25
ド
ル
と
同
じ
で
あ
る
南

部
の
あ
る
州
に
お
い
て
は
、
時

給
16
ド
ル
で
求
人
募
集
を
か
け

た
と
こ
ろ
、
募
集
に
応
え
る
人

は
ま
っ
た
く
い
な
か
っ
た
た

め
、
面
接
に
来
て
く
れ
る
だ
け

で
50
ド
ル
支
払
い
ま
す
と
い
う

広
告
を
出
し
て
い
る
レ
ス
ト
ラ

ン
が
あ
り
話
題
に
な
っ
て
い
ま

 

米
語
ウ
ォ
ッ
チ
が
単
行
本
に
＝
旦
英
夫
氏
著
﹃
米
語
で
ウ
ォ
ッ

チ
：
日
本
か
ら
は
見
え
な
い
ア
メ
リ
カ
の
真
実
﹄
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

刊
は
、
ア
マ
ゾ
ン
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
紀
伊
國
屋
で
好
評
販
売
中
。

　　８月に米 FDA（食品医薬品局）は、新型コロナに対するファイザー社のワクチンを正式に承認

しました。　これをきっかけに、Vaccine Mandateの議論が沸騰しています。　Mandateとは義務化、

形容詞は Mandatory です。　ニューヨーク市は、すでにレストランでの食事にワクチン接種証明を

義務付けています。　加えて、公立学校の教職員への９月からの義務化を発表しました。　全米でも、

連邦政府、米軍、多くの大企業、大学がワクチン義務化を様々な形で導入しています。

　イギリスでは職場でのワクチン義務化のことを”No Jab, No Job ”（ワクチンせずには仕事なし）Policyと呼ぶそうです。

Jab は素早く突くことで、注射です。　この表現が、アメリカにも入ってきて、時々耳にします。

　もちろん、ワクチン義務化に反対する人々はいます。　アメリカは自由の国であり、強制は人権に反すると主張します。

しかし酔っぱらい運転をする権利がないのと同様に、自由には限界があるでしょう。　　

　アメリカでは、南部を中心に Unvaccinated（ワクチン未接種）の人々の間で、感染の拡大が続き、医療が逼迫して

います。この状況の下、Vaccine Mandate が Vaccine Hesitancy（ワクチンへのためらい）を克服できるのか、重大な

局面に入りました。

 ( 旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）

Vaccine Mandate ワクチン義務化 米 語
Watch

 【210】

　
Ｎ
Ｙ
Ｍ
Ｂ
Ａ
の
会
は
24
日

︵
金
︶
午
後
８
時
か
ら
ピ
ル
ス

バ
リ
ー
法
律
事
務
所
Ｎ
Ｙ
オ
フ

ィ
ス
研
修
生
の
中
島
浩
斗
氏
＝

写
真
＝
を
講
師
に
招
き
、﹁
電

子
署
名
の
法
的
意
義
と
ビ
ジ
ネ

ス
実
務
﹂
と
題
し
た
オ
ン
ラ
イ

ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。

　
電
子
文
書
・
電
子
署
名
の
意

義
を
、
法
律
論
に
加
え
て
ビ
ジ

ネ
ス
実
務
の
観
点
か
ら
解
説
す

る
。
主
に
契
約
を
題
材
と
し

て
講
演
す
る
が
、
参
加
者
の

質
問
に
応
じ
て
取
締
役
会
の

議
事
録
、
行
政
機
関
へ
の
提

出
書
類
な
ど
契
約
以
外
の
文

書
に
お
け
る
電
子
署
名
の
利

用
や
今
後
の
発
展
可
能
性
に

つ
い
て
も
説
明
す
る
。
無
料
。

https://u
s02w

eb.zoom
.

u
s/m

eetin
g

/reg
ister/

tZU
lf-2qqjgiE

9C
erzC

e9_
T

K
V

2fvIB
0E

ew
PF

電
子
署
名
の
法
的
意
義

Ｍ
Ｂ
Ａ
の
会
が
セ
ミ
ナ
ー

﹁
病
気
に
な
っ
た
ら
﹂

﹁
相
続
手
続
き
﹂

暮らし応援フェア
シアトル米国くらし

応援ネットワーク主催

見
直
し
を
行
い
、
賃
上
げ
の
検

討
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
と
頭
を
悩
ま
せ
る
管
理
職
の

方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で

す
が
、
給
与
だ
け
が
従
業
員
の

引
止
め
に
直
接
つ
な
が
る
施
策

と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。Ｓ
Ｈ
Ｒ
Ｍ
に
よ
り
ま
す
と
、

給
与
が
一
番
の
原
因
で
従
業
員

が
辞
め
る
と
い
う
調
査
の
年
は

今
ま
で
に
一
度
も
な
い
と
い
い

ま
す
。
一
番
の
理
由
は
上
司
と

の
間
の
人
間
関
係
な
の
だ
そ
う

で
す
。
給
与
は
通
常
4
番
目
か

5
番
目
の
理
由
に
な
り
ま
す
。

 

酒
井 

謙
吉
　
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

ド
リ
ー
ム
ズ
社
長 

w
w

w
.919usa.com

　
ジ
ェ
ト
ロ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

事
務
所
で
は
、﹁
米
国
に
お
け

る
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
最
新
動
向
と
効

果
的
な
活
用
方
法
﹂
と
題
し
た

ウ
ェ
ビ
ナ
ー
を
9
月
15
日︵
水
︶

午
後
８
時
︵
米
東
部
時
間
︶
に

開
催
す
る
。
こ
の
ウ
ェ
ビ
ナ
ー

で
は
、
米
国
に
お
け
る
ソ
ー
シ

ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
最
新
動
向
の

ほ
か
、
な
ぜ
今
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ

デ
ィ
ア
の
活
用
が
重
要
な
の

か
、
そ
し
て
、
ど
の
よ
う
に
活

用
す
る
と
効
果
的
な
の
か
に
つ

い
て
、
米
国
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
目
的
で
の
活
用
が
進
む
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
を
中
心
に
、
こ
れ

ま
で
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
っ
て
き
た
講

師
が
事
例
を
交
え
な
が
ら
解
説

す
る
。
本
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
は
ジ
ェ

ト
ロ
中
小
企
業
海
外
展
開
現
地

支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業

の
一
環
と
し
て
、
主
に
中
小
企

業
向
け
に
実
施
さ
れ
る
も
の
。

講
師
は
中
鉢
ふ
ー
こ
氏
︵
ハ
チ

キ
ン
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
代
表

/
ジ
ェ
ト
ロ
中
小
企
業
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
︵
Ｓ
Ｎ
Ｓ
分
野
︶︶。
同
氏

は
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
と
し
て
Ｎ
Ｙ
で
15
年
以

上
に
渡
り
、
さ
ま
ざ
ま
ジ
ャ
ン

ル
の
ブ
ラ
ン
ド
の
ロ
ー
ン
チ
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
計
画
の

構
築
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
開
発
な

ど
を
担
当
。
講
演
は
日
本
語

で
行
う
。
定
員
は
３
０
０
０

人
︵
参
加
費
無
料
︶
ウ
ェ
ビ

ナ
ー
に
関
す
る
問
い
合
わ
は

E

メ

ー

ル
　papt2@

jetro.
go.jp 

担
当
平
本
、
綿
引
さ
ん
。

申
込
み
は https://register.

gotow
ebinar.com

/

中鉢氏

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

最
新
動
向
と
効
果
的
な
活
用
法

ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ
が
15
日
に
ウ
ェ
ビ
ナ
ー

　
ア
メ
リ
カ
在
住
邦
人
の
生
活

を
豊
か
に
す
る
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
界
の
リ
ー

ダ
ー
に
よ
り
２
０
１
８
年
に
ワ

シ
ン
ト
ン
州
で
結
成
さ
れ
た
市

民
団
体
﹁
シ
ア
ト
ル
米
国
く
ら

し
応
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
﹂
主
催
、

第
４
回
﹁
バ
ー
チ
ャ
ル
く
ら
し

応
援
フ
ェ
ア
﹂
が
16
日
︵
木
︶

か
ら
25
日
︵
土
︶
ま
で
開
催
さ

れ
る
。
期
間
中
、22
の
専
門
家
・

団
体
が
無
料
の
オ
ン
ラ
イ
ン
セ

ミ
ナ
ー
を
行
う
。

　
18
日
︵
土
︶
午
後
８
時
30
分

か
ら
は
、
乳
が
ん
・
卵
巣
が
ん
・

子
宮
が
ん
患
者
支
援
団
体
の

Japanese SH
A

R
E

が
﹁
経

験
者
が
語
る
、
ア
メ
リ
カ
で
重

い
病
気
に
な
っ
た
ら
ど
う
す

る
？ 

﹂
と
題
し
た
ウ
ェ
ビ
ナ

ー
で
参
加
。
同
団
体
代
表
の
ブ

ロ
デ
ィ
ー
愛
子
さ
ん
＝
写
真
＝

が
講
師
と
な
り
、
日
米
の
医
療

や
保
険
制
度
の
違
い
な
ど
を
解

説
。
そ
の
ほ
か
飯
島
真
由
美
弁

護
士
に
よ
る
﹁
Ｎ
Ｙ
州
で
の
相

続
手
続
き
と
そ
の
準
備
﹂︵
16

日
︶
、
助
産
師
に
よ
る
﹁
ア
メ

リ
カ
で
不
妊
治
療
を
考
え
る
﹂

︵
17
日
︶、
感
染
予
防
対
策
専
門

看
護
師
に
よ
る
﹁
感
染
症
に
対

す
る
管
理
﹂、
歯
科
医
に
よ
る

﹁
子
供
の
虫
歯
・
予
防
法
﹂︵
24

日
︶
な
ど
。
参
加
費
無
料
だ
が

要
事
前
予
約
。
誰
で
も
参
加
可

能
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://kurashiouenusa.
org/4

を
参
照
す
る
。

芸術家のビザ

セミナー開催

　ニューヨークを拠
点にアーティストの
支援活動を行う非営
利団体「CATCH US 
P E R F O R M I N G 
ARTS (CUPA)」 は
20 日（ 月 ） 午 後 ７
時からニューヨーク
州移民法弁護士のダ
ン・マイケル氏＝写
真＝を招き、3 回目
となる『アーティス
トの為のオンライン
VISA セミナー』を
開催する。移民ビザ
の最新情報や申請状
況などの話を聞く。
　 質 疑 応 答 の コ ー
ナーでは参加者から
の質問にも対応する。
対象は O-1 ビザを現
在所有している、も

しくは、O-1 ビザを
申請予定のアーティ
ス ト で 米 国 で 活 動
予 定、 ま た は 活 動
中のアーティスト。
ZOOM 使 用 可 能 な
人。参加料は任意だ
が寄付として推奨５
ドル。
　。[ 申 込 ] https://
www.eventbrite .
com/e/3-visa-tick-
ets-168863712911
[ 問 い 合 わ せ ] 電
話 : (201) 942-0555 
/  E m a i l :  i n f o @
catchus.org

http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
https://kurashiouenusa.org/4
https://register.gotowebinar.com/
https://www.eventbrite.com/e/3-visa-tickets-168863712911
https://us02web.zoom.us/meeting/register/tZUlf-2qqjgiE9CerzCe9_TKV2fvIB0EewPF
tel:9175773969
https://hls-global.com
https://gammalaw.com/ja/
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
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日
本
ク
ラ
ブ
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ギ
ャ
ラ

リ
ー
は
23
日
︵
木
︶
か
ら
11
月

３
日
︵
水
︶
ま
で
、﹁
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
色
彩
自
在
　
洋
画
家
入

江
一
子
１
０
５
年
の
軌
跡
﹂
と

題
し
た
企
画
展
を
開
催
す
る

︵
協
賛:

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本

商
工
会
議
所
基
金
︶。

　
入
江
さ
ん
は
50
歳
を
過
ぎ
て

か
ら
30
か
国
余
り
の
シ
ル
ク
ロ

ー
ド
の
国
々
を
訪
れ
、
大
陸
的

な
風
物
や
辺
境
に
生
き
る
人
々

を
描
き
続
け
た
。
斬
新
な
構
図

と
明
る
い
色
感
に
富
ん
だ
大
ら

か
な
筆
づ
か
い
の
画
風
で
独
自

の
世
界
を
確
立
。
モ
チ
ー
フ
の

色
彩
を
表
現
す
る
た
め
に
現
地

で
で
き
る
だ
け
描
き
上
げ
る
手

法
で
、
機
内
持
ち
込
み
重
量
制

限
ギ
リ
ギ
リ
の
絵
の
具
を
持
参

し
、
ス
ケ
ッ
チ
に
１
時
間
し
か

費
や
せ
な
い
と
き
は
水
溶
性
色

鉛
筆
や
水
溶
性
ク
レ
パ
ス
を
、

２
時
間
以
上
モ
チ
ー
フ
と
接
す

る
場
合
は
水
彩
絵
の
具
や
ア
ク

リ
ル
絵
の
具
を
使
っ
て
、
そ
の

と
き
の
感
動
を
そ
の
ま
ま
ス
ケ

ッ
チ
ブ
ッ
ク
に
着
色
し
て
残
し

た
。
そ
し
て
日
本
に
帰
っ
て
か

ら
も
う
一
度
、
構
成
・
作
画
し

て
大
き
な
キ
ャ
ン
バ
ス
に
描
き

直
し
た
と
い
う
。
同
展
で
は
、

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
で
見
て
き
た
雄

大
な
風
景
や
人
々
の
素
朴
な
生

活
の
す
が
た
を
、
そ
の
時
々
で

受
け
た
情
感
を
色
彩
に
込
め
て

描
き
出
し
た
作
品
40
点
を
展
示

す
る
。
入
江
さ
ん
は
、
今
年
８

月
10
日
に
逝
去
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
展
示
会
初
日
の
23
日

︵
木
︶
午
後
７
時
か
ら
は
、
バ

ー
チ
ャ
ル
・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
と
、
絹
の
歴
史

を
め
ぐ
る
物
語
を
描
い
た
映
画

﹁
シ
ル
ク
時
空
を
こ
え
て
﹂︵
映

画
監
督:

熊
谷
友
幸
氏
︶
の
ミ

ニ
上
映
会
を
開
催
す
る
。
上
映

後
は
、
熊
谷
氏
が
日
米
間
の
信

頼
関
係
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

さ
き
が
け
と
も
言
え
る
﹁
も
の

づ
く
り
精
神
﹂
の
中
で
深
ま
っ

て
い
っ
た
日
米
シ
ル
ク
ス
ト
ー

リ
ー
を
紹
介
す
る
。

　
　
　
　
　
　
◇

 

参
加
費
無
料
︵
任
意
で
医
療

従
事
者
へ
の
お
弁
当
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
寄
付
︶、
先
着
５
０
０

人
。
申
し
込
み
・
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://w

w
w

.
nipponclub.org

を
参
照
。

入江一子氏　© 女子美ガレリニアケ
（入江一子シルクロード記念館提供）

 

﹁
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
の
朝
焼
け
﹂

地
球
を
刻
む
男

平
塚
健
の
新
作

　
イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
に
あ
る

和
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
ギ
ャ
ラ
リ
ー

の
マ
カ
リ
︵
３
番
街
97
番
地
、

12
丁
目
と
13
丁
目
の
間
︶
で
は
、

彫
刻
家
・
平
塚
健
さ
ん
の
新
作

を
展
示
・
販
売
し
て
い
る
。

　
平
塚
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
20

　
第
17
回
多
摩
美
術
大
学
校
友

会
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ク
ラ
ブ
展

﹁
ホ
ー
ム
・
ア
ウ
ェ
イ
・
フ
ロ

ム
・
ホ
ー
ム  :

ア
ー
ト
と
俳
句
﹂

が
22
日
︵
水
︶
か
ら 

10
月
5

日
︵
火
︶
ま
で
、
天
理
ギ
ャ
ラ

リ
ー
︵
西
13
丁
目
43
Ａ
番
地
︶

で
開
催
さ
れ
る
。
今
回
の
テ
ー

マ
は
﹁
俳
句
﹂。
作
家
21
人
が

油
絵
、
日
本
画
、
水
彩
画
、
染

色
、
版
画
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
技
法
に
よ
る
作
品

に
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
俳
句
に

し
て
展
示
す
る
。
来
場
者
に
も

作
品
を
観
賞
後
に
俳
句
を
詠
ん

で
も
ら
う
た
め
の
投
稿
箱
を
設

置
し
、
　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
の
投
稿
も

30
日
ま
で
募
集
し
て
い
る
。

　
同
時
開
催
の
特
別
展
は
、
同

ク
ラ
ブ
の
立
花
も
と
子
個
展
。

立
花
は
大
学
で
日
本
画
を
専
攻

し
、
そ
の
後
油
絵
に
転
じ
て
東

京
で
の
個
展
や
展
覧
会
を
積
極

的
に
開
催
し
て
き
た
。
50
歳
を

過
ぎ
て
か
ら
は
美
術
教
師
を
始

め
、
そ
の
自
由
な
発
想
を
大
切

に
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
教
え
方
は

子
供
た
ち
の
人
気
を
得
た
。
そ

し
て
80
歳
で
同
期
生
と
の
展
覧

会
が
日
本
で
終
了
し
た
の
を
機

会
に
渡
米
。
絵
を
描
く
事
が
好

き
で
１
日
中
制
作
に
没
頭
で
き

る
と
い
い
、
常
に
自
分
探
求
を

積
極
的
に
し
て
い
る
生
命
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
あ
ふ
れ
る
立
花
さ
ん

の
世
界
を
堪
能
で
き
る
。

　
入
場
無
料
。
開
廊
時
間
は
月

〜
木
曜
が
正
午
か
ら
午
後
６

時
、
土
曜
は
午
後
３
時
ま
で
。

金
・
日
曜
は
休
廊
。
要
マ
ス
ク

＆
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
書
持

参
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
は
24
日
︵
金
︶
午
後
６

時
か
ら
８
時
ま
で
。
要
予
約
。

問
い
合
わ
せ
・
予
約
は
Ｅ
メ
ー

ル
　tm

bnyc2003@
gm

ail.
com

ま
で
。
詳
細
は
多
摩
美

術
大
学
校
友
会
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
ク
ラ
ブ
の
ウ
ェ
ブw

w
w

.
tam

abiny.com

を
参
照
。

多摩美 NY 校友会
アートと俳句展

22 日から天理ギャラリーで

１
０
５
年
の
軌
跡

入
江
一
子
企
画
展

か
国
以
上
で
作
品
を
制
作
。
石

や
巨
大
な
自
然
の
岩
に
ノ
ミ
と

金
槌
だ
け
を
使
い
、
交
差
し
な

い
連
続
し
た
１
本
の
線
で
模
様

を
彫
っ
て
い
く
手
法
が
特
徴

で
、
人
と
自
然
の
普
遍
的
本
質

を
追
求
し
表
現
し
て
い
る
。
キ

ー
ス
・
ヘ
リ
ン
グ
ら
と
と
も
に

80
年
代
の
ス
ト
リ
ー
ト
ア
ー
ト

を
牽
引
し
た
ひ
と
り
で
も
あ

り
、
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
と
プ
リ

ン
ス
通
り
北
西
角
の
歩
道
に

は
、
１
９
８
４
年
に
ゲ
リ
ラ
的

な
活
動
で
制
作
し
た
初
期
の
作

品
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
現

在
は
Ｎ
Ｙ
ア
ッ
プ
ス
テ
ー
ト
の

ア
ト
リ
エ
で
創
作
活
動
を
行
っ

て
お
り
、
公
共
の
展
示
以
外
で

作
品
が
見
ら
れ
る
の
は
Ｎ
Ｙ
市

内
で
同
店
の
み
。

　
営
業
時
間
は
火
〜
日
曜
の
正

午
か
ら
午
後
５
時
30
分
ま
で
、

月
曜
定
休
。
問
い
合
わ
せ
は
電

話
２
１
２
・
９
９
５
・
５
８
８
８

ま
で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

http://w
w

w
.them

akari.
com

を
参
照
す
る
。

マ
カ
リ
で
展
示
販
売

「In the  begg i ng」
2020
Gray Marble 

http://www.tamabiny.com
http://www.tamabiny.com
http://www.tamabiny.com
https://www.nipponclub.org
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
http://www.themakari.com
http://rocketpromotions.net/
https://artofhaiku.org/
tel:18332587755
tel:2019438003
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 New Jersey
　
９
月
１
日
夜
か
ら
２
日
未
明

に
か
け
東
海
岸
を
襲
っ
た
元
ハ

リ
ケ
ー
ン
の
熱
帯
低
気
圧
ア
イ

ー
ダ
は
、
Ｎ
Ｊ
州
に
も
甚
大
な

被
害
を
及
ぼ
し
た
。
一
時
間
に

降
っ
た
雨
量
が
過
去
最
大
を
記

録
し
た
嵐
に
よ
り
、
各
地
で
河

川
の
氾
濫
な
ど
で
洪
水
が
発

生
、
道
路
や
住
宅
が
冠
水
・
浸

水
し
た
。倒
木
や
家
屋
の
損
壊
、

停
電
な
ど
の
被
害
も
多
く
、
州

南
部
で
は
竜
巻
で
自
宅
が
吹
き

飛
ば
さ
れ
る
被
害
も
起
き
、
多

く
の
州
民
が
避
難
所
で
不
安
な

一
夜
を
過
ご
す
こ
と
に
な
っ

た
。
高
速
道
路
で
は
事
故
も
多

発
、
水
没
し
て
動
か
な
く
な
っ

た
車
も
多
く
見
ら
れ
た
。
３
日

金
曜
日
の
時
点
で
判
明
し
て
い

る
州
内
の
死
者
数
は
26
名
だ

が
、
行
方
不
明
の
人
も
ま
だ
多

く
い
る
た
め
も
っ
と
増
え
る
可

能
性
も
あ
り
、
同
州
で
起
き
た

自
然
災
害
に
よ
る
死
者
数
と
し

て
は
史
上
最
悪
レ
ベ
ル
の
結
果

と
な
っ
た
。

楽
し
い
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
い
っ
ぱ
い

リ
バ
テ
ィ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
・
セ
ン
タ
ー

　
非
常
事
態
宣
言
下
の
同
州
で

は
、
こ
れ
を
受
け
、
フ
ィ
ル
・

マ
ー
フ
ィ
ー
知
事
が
会
見
を
開

き
、
被
災
し
た
州
民
へ
の
お
見

舞
い
と
復
興
支
援
策
を
発
表
し

た
。
そ
の
第
一
弾
と
し
て
、
州

内
で
被
災
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
行

え
な
く
な
っ
た
小
規
模
事
業
者

を
対
象
に
総
額
１
０
０
０
万
ド

ル
を
拠
出
す
る
こ
と
が
決
ま
っ

た
。
被
災
事
業
者
支
援
は
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
経
済
開
発
局

︵
Ｎ
Ｊ
Ｅ
Ｄ
Ａ
︶
が
行
う
。
被

災
し
た
事
業
主
は
、
事
業
所
が

物
理
的
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
事

業
を
行
え
な
い
証
明
や
、
収
支

報
告
書
、
州
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
登

記
証
明
、
州
に
税
金
を
正
し
く

収
め
て
い
る
証
明
な
ど
を
提
出

し
審
査
に
通
る
と
支
援
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
申
請

方
法
は
Ｎ
Ｊ
Ｅ
Ｄ
Ａ
の
サ
イ
ト

︵w
w

w
.njeda.com

︶

な

ど

で
発
表
さ
れ
る
予
定
。

Ｎ
Ｊ
州
﹁
ア
イ
ー
ダ
﹂
被
災

事
業
者
支
援
に
１
０
０
０
万
ド
ル

　
ハ
ド
ソ
ン
川
の
河
口
越
し
に

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
・
ダ
ウ
ン
タ
ウ

ン
の
眺
望
を
楽
し
め
る
リ
バ
テ

ィ
ー
・
ス
テ
ー
ト
・
パ
ー
ク
︵
ジ

　
９
月
は
、人
気
の
﹁
恐
竜
展
﹂

が
継
続
中
。﹁
ス
ー
﹂
と
名
付

け
ら
れ
た
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス

や
ト
リ
ケ
ラ
ト
プ
ス
な
ど
の
実

物
大
骨
格
レ
プ
リ
カ
が
お
出
迎

え
す
る
﹁
ス
ー
：
ザ
・
Ｔ
レ
ッ

ク
ス
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
﹂

は
追
加
料
金
が
発
生
す
る
が
、

こ
こ
で
し
か
経
験
で
き
な
い
視

覚
・
聴
覚
・
嗅
覚
に
訴
え
る
ハ

イ
テ
ク
技
術
で
恐
竜
の
世
界
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
、

恐
竜
の
化
石
発
掘
体
験
で
古
生

物
学
者
気
分
を
味
わ
っ
た
り
、

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
行
わ
れ
る

シ
ョ
ー
で
は
隕
石
が
地
球
に
衝

突
し
て
恐
竜
た
ち
に
与
え
た
影

響
を
学
ぶ
こ
と
も
で
き
る
。

　
ま
た
、
10
月
９
日
か
ら
は
、

﹁
フ
ォ
ー
ル
・
フ
ェ
ス
ト
﹂
と

題
し
た
特
別
展
が
開
催
さ
れ
る

予
定
で
、
屋
内
で
は
最
大
規
模

と
な
る
カ
ボ
チ
ャ
狩
り
や
、
ハ

ロ
ウ
ィ
ー
ン
が
テ
ー
マ
の
様
々

な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
来
館
者

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。

　
リ
バ
テ
ィ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
・

セ
ン
タ
ー
は
そ
の
他
の
常
設
展

示
も
含
め
て
、
親
子
で
一
日
中

楽
し
め
る
体
験
学
習
型
の
施
設

だ
。
但
し
、
９
月
は
閉
館
日
も

多
い
の
で
、
事
前
に
ス
ケ
ジ
ュ

ャ
ー
ジ
ー
シ
テ
ィ
ー
、
ジ
ャ
ー

ジ
ー
シ
テ
ィ
ー
・
ブ
ル
バ
ー
ド

２
２
２
番
地
︶
内
に
あ
る
自
然

科
学
館
﹁
リ
バ
テ
ィ
ー
・
サ
イ

エ
ン
ス
・
セ
ン
タ
ー
﹂
は
小
学

校
や
幼
稚
園
の
遠
足
な
ど
で
も

お
な
じ
み
だ
が
、
現
在
も
様
々

な
特
別
展
を
開
催
し
て
い
る
。

ー
ル
を
調
べ
て
お
く
こ
と
。
チ

ケ
ッ
ト
は
事
前
に
同
館
の
サ
イ

ト
を
通
じ
て
購
入
す
る
必
要
が

あ
る
。
ま
た
、
現
在
、
12
歳
以

上
の
来
館
者
は
コ
ロ
ナ
の
ワ
ク

チ
ン
証
明
を
提
示
し
な
い
と
入

館
で
き
な
い
の
で
注
意
が
必

要
。

詳

細

は
、https://lsc.

org

http://www.njeda.com%EF%B8%B6
http://www.njeda.com%EF%B8%B6
http://www.njeda.com%EF%B8%B6
http://www.njeda.com%EF%B8%B6
https://lsc.org
http://jmart-usa.com/en/
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://japaneseschool.org
https://paramuslibrary.org/
https://www.newjerseykogumayouchien.com
http://www.jwsnj.org/
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 BOOKS
　
著
者
、
名
古
屋
大
学
名
誉
教

授
の
河
村
雅
隆
さ
ん
が
、
自
身

の
人
生
の
中
で
ス
ペ
イ
ン
と
い

う
国
家
に
関
心
を
持
ち
続
け

て
き
た
の
は
、
中
学
高
校
の

時
、
そ
の
国
の
出
身
者
だ
っ
た

教
師
に
出
会
っ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
だ
っ
た
。
そ
こ
は
イ
エ
ズ

ス
会
の
経
営
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク

の
学
校
で
、
ス
ペ
イ
ン
や
ラ
テ

ン
系
の
聖
職
者
が
何
人
も
教
鞭

を
執
っ
て
い
た
。
そ
う
し
た
教

師
陣
の
中
の
一
人
、
英
語
教
師

が
ス
ペ
イ
ン
北
部
・
バ
ス
ク
出

身
の
若
い
神
父
で
こ
う
言
う
の

が
口
癖
だ
っ
た
。﹁
私
は
バ
ス

ク
人
で
す
。
ス
ペ
イ
ン
人
で
は

あ
り
ま
せ
ん
﹂。
少
年
で
あ
っ

た
筆
者
は
そ
の
教
師
の
立
ち
振

る
舞
い
か
ら
、
バ
ス
ク
人
で
あ

る
こ
と
の
誇
り
を
感
じ
さ
せ
る

心
意
気
の
よ
う
な
も
の
に
惹
か

れ
、
い
つ
か
そ
の
教
師
の
故
郷

を
訪
ね
る
こ
と
を
教
師
に
約
束

す
る
。
筆
者
は
そ
の
後
、
大
学

を
卒
業
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
就
職
、

放
送
事
業
を
通
し
て
米
国
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
に
も
２
０
０
７
年
か

ら
10
年
ま
で
３
年
間
駐
在
勤
務

し
た
こ
と
も
あ
る
。
メ
デ
ィ
ア

や
大
学
の
仕
事
に
関
わ
る
中
で

取
材
や
交
渉
で
ス
ペ
イ
ン
を
訪

ね
る
機
会
は
何
度
か
あ
っ
た
も

の
の
、
よ
う
や
く
バ
ス
ク
の
地

に
立
つ
機
会
が
や
っ
て
く
る
の

は
、
会
社
を
退
職
後
大
学
の
教

授
と
な
り
、
そ
の
大
学
も
退
職

し
て
よ
う
や
く
そ
の
機
会
が
や

っ
て
き
た
。﹁
私
は
や
っ
と
人

生
の
宿
題
を
果
た
せ
た
と
肩
の

荷
を
下
ろ
せ
た
気
が
し
た
﹂
と

筆
者
は
今
改
め
て
振
り
返
り
、

後
書
き
で
そ
う
記
し
て
い
る
。

学
校
の
教
師
の
一
言
、
一
挙
手

一
投
足
と
い
う
も
の
が
、
そ
れ

に
接
し
た
児
童
、
生
徒
の
人
生

に
目
に
は
見
え
な
い
と
こ
ろ
で

大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
だ

と
本
の
主
題
と
は
離
れ
て
共
感

を
持
っ
た
。

　
ス
ペ
イ
ン
語
を
学
ん
で
い
る

と
か
、
留
学
し
て
い
る
と
か
、

駐
在
や
国
際
結
婚
な
ど
で
ス
ペ

イ
ン
に
住
む
こ
と
に
な
っ
た
り

と
か
、
ス
ペ
イ
ン
に
関
わ
り
を

も
つ
人
に
と
っ
て
は
、
ス
ペ
イ

ン
の
歴
史
を
今
に
呼
び
戻
し
て

さ
ら
に
21
世
紀
の
国
家
の
未
来

像
を
ス
ペ
イ
ン
か
ら
展
望
す
る

こ
と
の
で
き
る
、
終
わ
り
な
き

﹁
ス
ペ
イ
ン
劇
場
﹂
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
。

　
ス
ペ
イ
ン
の
歴
史
が
ど
う
今

に
直
結
し
て
い
る
の
か
。
半
世

紀
前
の
独
裁
者
・
フ
ラ
ン
コ
が

今
な
お
落
と
す
巨
大
な
影
。
そ

の
墓
の
移
送
に
バ
チ
カ
ン
と
教

会
は
ど
う
対
応
し
た
の
か
。
フ

ラ
ン
コ
の
名
を
村
の
名
前
か
ら

抹
消
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
た

自
治
体
の
苦
悩
。
分
離
独
立
運

動
に
揺
れ
る
カ
タ
ル
ニ
ア
で
、

﹁
我
々
は
カ
タ
ル
ニ
ア
人
で
ス

ペ
イ
ン
人
で
、
そ
し
て
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
人
だ
﹂と
訴
え
る
人
た
ち
。

カ
タ
ル
ニ
ア
を
離
れ
、
欧
州
か

ら
故
国
へ
働
き
か
け
る
元
州
首

相
。
逃
亡
し
た
政
治
家
を
受
け

入
れ
た
ベ
ル
ギ
ー
、
英
国
と
ス

ペ
イ
ン
の
対
立
。
そ
ん
な
中
、

元
フ
ラ
ン
ス
首
相
が
出
身
地
の

バ
ル
セ
ロ
ナ
に
帰
っ
て
﹁
一
つ

の
ス
ペ
イ
ン
を
呼
び
か
け
る
﹂

な
ど
の
項
目
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
目
と
学
者
の
視
線
で
ス
ペ

イ
ン
と
い
う
国
家
を
紐
解
い
て

い
く
。

　
本
書
は
、
ス
ペ
イ
ン
と
い
う

国
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、
20
世

紀
と
い
う
時
代
が
ど
う
い
う
世

紀
だ
っ
た
の
か
を
描
き
出
し
て

い
る
と
こ
ろ
に
普
遍
性
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
る
。
国
民
国
家

が
確
立
し
、
や
が
て
そ
れ
が
崩

壊
し
て
い
っ
た
１
０
０
年
と
総

括
す
る
。
こ
の
20
世
紀
に
は
、

社
会
主
義
国
家
の
誕
生
も
あ

り
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
や
全
体
主
義

の
問
題
も
あ
っ
た
。
資
本
主
義

の
繁
栄
と
行
き
詰
ま
り
も
あ
っ

た
。
し
か
し
そ
れ
ら
の
問
題
は

い
わ
ば
全
て
各
論
で
あ
り
、
20

世
紀
の
本
質
は
国
民
国
家
と
い

う
体
制
の
成
立
と
解
体
に
あ
っ

た
と
結
論
付
け
る
。   

︵
三
浦
︶

スペインから現代を読む
河村雅隆・著

文芸社・刊

■君たちは今が世界（朝比奈あすか、角川文庫）小６の杏
美は学級崩壊気味のクラスで、私立中学に進学する日を心
待ちにしていた。ある日、調理実習中に洗剤混入事件が起
きる。犯人が名乗りでない教室で担任の幾田先生はクラス
を見回してこう告げた「皆さんは大した大人にはなれな
い」。生きる世界を選べない子供たちの葛藤と希望を描く。
■白医（下村敦史、講談社）末期がん患者の水木に安楽死
を行ったとして裁判を受ける天心病院の神崎医師。証人席
では一向に口を開こうとはしない。神崎にはほかにも２件、
安楽死の疑惑があった。患者思いで評判だった医師がなぜ。
安楽死をテーマに描く医療ミステリー。■手塚治虫とトキ
ワ荘（中川右介、集英社文庫）東京都豊島区椎名町にあっ
た木造 2 階建てのアパート「トキワ荘」。1950 年代、ここ
に住んだ手塚治虫の後を追うように、藤子不二雄 A、藤子・
F・不二雄、石ノ森章太郎、赤塚不二夫らが居住したことで、
このアパートはマンガ史に残る「聖地」となった。■彼岸
花が咲く島（李琴峰、文藝春秋）ある島の彼岸花の咲き乱
れる砂浜に倒れ、記憶を失っていた少女は、海の向こうか
ら来たのでウミと名付けられた。そこはノロと呼ばれる女
性たちが歴史を司る島だった。島の少女ヨナと少年タツ、
そしてウミはこの島の深い歴史に導かれていく。台湾生ま
れの著者が不思議な世界に誘う、第 165 回芥川賞受賞作。
■「定年後知的格差」時代の勉強法（櫻田大造、中公新書ラクレ）定年後に
本当に怖いのは経済格差より「知的格差」だ。情報を集めるだけの「受動的
知的生活」から論文やブログを書いたり講師を務める「能動的知的生活」へ
転換すれば、自己承認欲も他者承認欲も満たされ病気の予防にもなる。その
方策として大学（院）の徹底活用術、論文執筆術、ＳＮＳ活用術等を伝授する。
■クオンタイム思考（村上憲郎、日経 BP）「手の平サイズの端末で検索する」
ことも「機械から最適な提案を受ける」ことも、かつては日常感覚を超えた
先の技術だった。本書の軸となる「クオンタム（量子）」は今はまだ「日常
感覚を超えた存在」だが日常化は目前だ。天才たちが駆使していたテクノロ
ジーとビジネスの未来に先回りする新しい思考法を紹介する。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店 NY 本店

　
生
き
る
世
界
を
選
べ
な
い
子
供
た
ち
の
葛
藤
と
希
望
。
安
楽
死
が
テ
ー
マ
の
医
療
ミ
ス

テ
リ
ー
。
第
１
６
５
回
芥
川
賞
受
賞
作
。
マ
ン
ガ
史
に
残
る﹁
聖
地
﹂と
な
っ
た
ア
パ
ー
ト
。

定
年
後
の
実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル
。
天
才
た
ち
が
駆
使
し
た
﹁
ク
オ
ン
タ
ム
思
考
﹂
と
は
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　
あ
る
日
、
山
で
遊
ん
で
い
た

ウ
サ
ギ
と
サ
ル
と
キ
ツ
ネ
の
３

匹
は
、
倒
れ
て
い
る
お
じ
い
さ

ん
を
見
つ
け
ま
し
た
。
お
腹
が

空
い
て
動
け
な
い
お
じ
い
さ
ん

に
、
３
匹
は
ご
馳
走
を
し
よ
う

と
考
え
ま
す
。
木
登
り
が
得
意

な
サ
ル
は
木
に
登
っ
て
果
物
を

と
り
、
キ
ツ
ネ
は
川
に
入
っ
て

魚
を
捕
ま
え
ま
す
。
ウ
サ
ギ
は

野
原
を
あ
ち
こ
ち
探
し
ま
す
が

何
も
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
サ
ル

と
キ
ツ
ネ
が
火
を
起
こ
す
と
、

ウ
サ
ギ
は
﹁
こ
ん
な
小
さ
な
体

で
す
が
、
ど
う
ぞ
私
を
食
べ
て

く
だ
さ
い
﹂
と
焚
き
火
に
飛
び

込
み
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
サ

ル
も
キ
ツ
ネ
も
び
っ
く
り
し
て

涙
を
流
し
ま
し
た
。
す
る
と
お

じ
い
さ
ん
は
元
の
神
様
の
姿
に

戻
り
、
ウ
サ
ギ
の
慈
悲
深
い
行

動
を
す
べ
て
の
生
き
物
に
見
せ

る
た
め
、
そ
の
姿
を
月
の
中
に

映
し
ま
し
た
。

　
健
気
で
献
身
的
な
う
さ
ぎ
の

姿
が
胸
を
打
つ
﹁
月
に
う
さ
ぎ

が
住
ん
で
い
る
﹂
と
言
わ
れ
る

由
来
と
な
っ
た
日
本
の
昔
話
。

動
画
サ
イ
トyoutube

で
多

く
の
読
み
聞
か
せ
を
配
信
す
る

﹁
ポ
ポ
キ
ッ
ズ
﹂
の
チ
ャ
ン
ネ

ル
に
て
視
聴
で
き
る
。︵
高
田
︶

今
年
の
十
五
夜
は
９
月
21
日

 『つきにうさぎがいるりゆう』
文：平井里奈　絵：おがわゆきこ

森のえほん館

https://usa.kinokuniya.com/
https://usa.kinokuniya.com/
https://parkavenuemedicalcenter.com/


2021 年（令和 3 年）9 月11日（土） 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU ［NY生活ウーマン］　　(11  )

 NY 生活ウーマン
 週刊 NY 生活は、家庭や職場、学校で美しく生きる女性たちを応援します。

国
連
総
会
の
足
音
が
聞
こ
え
る

NYストスナ
 オシャレは街角から生まれる 118

１日の豪雨の後ニューヨーク一帯はからりと晴れ、済んだ秋空と肌にひんや
りする風をうけて旅行者たちは何事もなかったかのように国連本部前を歩い
て行く。ハリケーン「アイダ」がもたらした豪雨はセントラルパークで１時
間に３インチ（80 ミリ）の降雨量を記録、ニュージャージー州で少なくとも
27 人、ニューヨーク州で 17 人が亡くなった。ニューヨーク市で死亡した 13
人のうち、11 人は家賃の安価な地下室に住んでいたため逃げ場を失ったと報
道され、政治活動家からは、「鉄砲水が起きた際に最もリスクの高い人びとは
労働者階級や移民、低所得の人びとだ」との声が上がっている。国連前の国
旗はまだ上がっていないが、国連総会は今月 21 日から 30 日までで、界隈は
交通規制や渋滞が予測される。（ワインスタイン今井絹江、写真も )SEPTEMBER

  ◇氏名：アンフィラ・アントン（22
歳）
◇職業：学生
◇居住地：スペイン（スペイン人）
◇着用の服：トップ（シャツ）
はザラ、ジーンズはマンゴ、サ
ングラスはメラー（Meller）
◇よく利用する店：まだニュー
ヨークに着いたばかりだから分

からない
◇好きなブランド：ザラやマン
ゴなど
◇着こなしで気をつけているこ
と：着心地の良いものを選び、
自分流に着こなす
◇撮影場所：１番街 45 丁目あた
りの国連本部前

　C
H

IE
 IM

A
I 

ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
限
定
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
﹁
ス

カ
ー
フ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
﹂

︵https://chieim
ai.com

/
prom

o-scarves/

︶
が
、
今

月
10
日
︵
金
︶
か
ら
30
日
︵
木
︶

ま
で
開
催
さ
れ
る
。

　
こ
の
秋
は
、
ス
カ
ー
フ
使
い

に
注
目
が
集
ま
っ
て
お
り
、
季

節
の
変
わ
り
目
・
寒
暖
差
の
調

節
に
便
利
な
ス
カ
ー
フ
は
何
枚

あ
っ
て
も
う
れ
し
い
ア
イ
テ

ム
。
ま
た
、
9
月
20
日
の
﹁
敬

老
の
日
﹂
に
は
若
い
世
代
か
ら

﹁
お
洒
落
の
大
先
輩
﹂
の
ば
あ

ば
、
グ
ラ
ン
マ
へ
の
ギ
フ
ト
と

し
て
も
ぴ
っ
た
り
。

　C
H

IE
 IM

A
I 

公
式
サ
イ
ト

で
は
初
秋
に
ふ
さ
わ
し
い
ス
カ

ー
フ
を
セ
レ
ク
ト
。
頭
に
巻
い

た
り
、
襟
元
に
ア
レ
ン
ジ
し
た

り
、
シ
ン
プ
ル
な
マ
ス
ク
を
カ

バ
ー
し
た
り
な
ど
、
自
分
だ

け
の
お
し
ゃ
れ
な
ス
カ
ー
フ

づ
か
い
が
楽
し
め
る
。
ま
た
、

C
H

IE
 IM

A
I 

ク
ラ
ブ
・
チ
エ
・

シ
ッ
ク
に
入
会
す
る
と
今
回
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
期
間
中
、
対

象
商
品
の
購
入
で
メ
ン
バ
ー
は

税
込
価
格
か
ら
20
％
オ
フ
と
な

る
。
ク
ラ
ブ
・
チ
エ
・
シ
ッ
ク

会
員
の
入
会
は
無
料
。

　
入
会
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://chieim
ai.com

/ja/
clubchiechic/

か
ら
。

CHIE IMAI

ウェブサイト限定
キャンペーン

今
秋
は
ス
カ
ー
フ
が

ト
レ
ン
ド
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

 千葉真知子の

 ART COOKING

　
ケ
ー
ル
は
緑
黄
色
野
菜
の
王

様
と
も
言
わ
れ
、
Ｂ

-

カ
ロ
テ

ン
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、
カ
ル
シ
ウ

ム
、
食
物
繊
維
を
豊
富
に
含
ん

で
い
る
栄
養
価
の
高
い
野
菜
で

す
。
ま
た
、
ク
ス
ク
ス
は
ア
フ

リ
カ
か
ら
中
東
に
か
け
て
育
っ

た
穀
物
で
す
が
、
白
米
の
７
倍

材料
クスクス .........1 ／ 2 カップ　　
水 ....................1 ／ 2 カップ
ケールの葉 ............ ２〜 3 枚
トマト ............................1 個
ミニ人参 ........................1 本
玉ねぎ .................... 1 ／ 4 個
にんにくすりおろし ......1 片
塩 ................... 小さじ１／３　　
オリーブオイル .....小さじ２
レモン汁 .............1 ／ 4 個分

クスクスケールのサラダ

も
の
食
物
繊
維
が
あ
り
、
ケ
ー

ル
と
ク
ス
ク
ス
の
体
に
や
さ
し

く
健
康
に
良
い
、
そ
し
て
簡
単

な
お
す
す
め
サ
ラ
ダ
で
す
。

作
り
方

れ
て
分
量
の
水
を
加
え
て
５
分

そ
の
ま
ま
お
く
。

２
　
ト
マ
ト
、
玉
ね
ぎ
、
人
参

は
み
じ
ん
切
り
に
す
る
。

３
　
ケ
ー
ル
の
葉
は
洗
っ
て
水

分
を
切
り
、み
じ
ん
切
り
に
し
、

塩
少
々
で
よ
く
も
む
。
オ
リ
ー

ブ
オ
イ
ル
を
加
え
て
さ
ら
に
も

む
。

４
　
①
の
ボ
ウ
ル
に
②
の
野

菜
、
③
の
ケ
ー
ル
、
に
ん
に
く

す
り
お
ろ
し
、
レ
モ
ン
汁
、
塩

を
加
え
て
混
ぜ
る
。

http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://chieimai.com/promo-scarves/
https://chieimai.com/ja/clubchiechic/
http://www.idocenter.com
http://maliliko.com
http://hmakabelcsw.wixsite.com/counseling
http://www.salon-oasis.net
https://www.chefomakase.com/
http://www.ojfd.com
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 STUDENT LIFE
 週刊NY生活・アメリカの学校紹介と学生ライフのページ

　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
︵
菱
沼
省
二
校
長
︶
中
等

部
の
26
人
は
、
今
月
１
日
と
２

日
に
１
泊
２
日
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
州
イ
ー
ス
ト
バ
レ
ー
ラ
ン
チ

で
宿
泊
学
習
を
実
施
し
た
。
ア

メ
リ
カ
の
大
自
然
に
触
れ
る
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
や
仲
間
と
協
力

し
な
が
ら
解
決
し
て
い
く
活
動

を
通
し
て
、
自
然
に
触
れ
る
機

会
の
大
切
さ
を
実
感
し
た
。
宿

泊
学
習
の
解
散
式
で
は
、
９
年

生
の
代
表
者
が
﹁
こ
の
イ
ー
ス

ト
バ
レ
ー
で
の
思
い
出
は
必
ず

こ
の
先
の
学
校
生
活
に
活
き
て

き
ま
す
﹂
と
ス
ピ
ー
チ
し
、
Ｎ

Ｊ
校
で
過
ご
す
残
り
少
な
い

日
々
を
惜
し
み
つ
つ
、
今
後
の

進
路
と
卒
業
ま
で
を
支
え
る
思

い
出
と
な
っ
た
。

　
プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

幼
稚
部
︵
濟
藤
和
彦
校
長
︶
で

は
、
8
月
22
日
、
年
中
ク
ラ
ス

と
年
長
ク
ラ
ス
合
同
で
、﹁
オ

ン
ラ
イ
ン
す
い
か
わ
り
と
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
作
り
﹂
を
開
催
し

た
。
す
い
か
わ
り
を
説
明
す
る

た
め
に
、
事
前
に
教
師
が
録
画

し
た
動
画
を
使
用
し
て
す
い
か

わ
り
の
仕
方
を
見
せ
た
。
そ
の

後
、
折
り
紙
を
使
っ
て
ス
イ
カ

を
折
り
、
自
宅
に
あ
る
調
理
用

の
泡
立
て
器
や
ヘ
ラ
、
キ
ッ
チ

ン
ペ
ー
パ
ー
の
芯
を
使
っ
て
ス

イ
カ
割
り
を
楽
し
ん
だ
。
目
隠

し
を
し
て
、
一
緒
に
参
加
し
た

保
護
者
か
ら
﹁
右
！
﹂﹁
も
っ

と
左
！
﹂﹁
そ
こ
だ
よ
！
﹂
な

ど
と
声
を
か
け
て
も
ら
い
、
一

生
懸
命
に
ス
イ
カ
を
割
っ
て
い

た
。
そ
の
後
、
手
作
り
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
作
り
に
挑
戦
。
牛
乳

と
生
ク
リ
ー
ム
や
、
ジ
ュ
ー
ス

を
フ
ァ
ス
ナ
ー
付
き
の
ビ
ニ
ー

ル
袋
に
入
れ
、
冷
た
い
氷
の
中

で
頑
張
っ
て
揉
み
固
め
て
い
る

姿
は
と
て
も
微
笑
ま
し
い
も
の

だ
っ
た
。
出
来
上
が
っ
た
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
を
器
に
移
し
、﹁
美

味
し
い
！
﹂﹁
冷
た
い
！
﹂﹁
甘

い
！
﹂
と
感
想
を
言
い
な
が
ら

笑
顔
で
試
食
し
た
。
夏
の
終
わ

り
の
思
い
出
い
っ
ぱ
い
の
保
育

と
な
っ
た
。

す
い
か
割
り
と
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
作
り

プリンストン日本語学校幼稚部

　
進
学
塾
の
駿
台
は
、
Ｎ
Ｙ
校

︵
Ｎ
Ｙ
州
ハ
リ
ソ
ン
︶
と
Ｎ
Ｊ

校
︵
Ｎ
Ｊ
州
フ
ォ
ー
ト
リ
ー
︶

各
校
舎
で
そ
れ
ぞ
れ
対
面
式
で

進
学
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
。
来
年

度
の
中
学
入
試
・
高
校
入
試
の

傾
向
や
対
策
な
ど
を
説
明
す

る
。

　
Ｎ
Ｊ
校
で
は
、
中
学
入
試
セ

ミ
ナ
ー
を
９
月
26
日
︵
日
︶
の

午
後
７
時
か
ら
午
後
８
時
30
分

ま
で
、
高
校
入
試
セ
ミ
ナ
ー
を

９
月
27
日
︵
月
︶
の
午
後
６
時

30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で
行

う
。
Ｎ
Ｙ
校
で
は
、
中
学
入
試

セ
ミ
ナ
ー
を
９
月
27
日
︵
月
︶

の
午
後
１
時
か
ら
午
後
２
時
ま

で
、
高
校
入
試
セ
ミ
ナ
ー
を
９

月
27
日
︵
月
︶
の
午
後
６
時
か

ら
午
後
７
時
ま
で
行
う
。
問
い

合
わ
せ
や
申
し
込
み
は
、
そ

れ
ぞ
れ
各
校
舎
ま
で
直
接
連

絡
す
る
。
Ｎ
Ｙ
校
は
電
話

：

９
１
４
・
９
６
７
・
３
３
３
１
、

Ｅ

メ

ー

ル

：sundainy@
s

u
n

d
a

i
-

k
a

i
g

a
i

.
jp

。

Ｎ

Ｊ

校

は

電

話

：

２
０
１
・
４
６
１
・
２
７
５
９
、

Ｅ

メ

ー

ル

：sundainj@
sundai-kaigai.jp

。

駿
台
が
進
学
セ
ミ
ナ
ー

Ｎ
Ｙ
校
と
Ｎ
Ｊ
校
で

　
リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
︵
高
松
さ
な
え
校
長
︶
は
１

日
、
全
日
課
程
幼
児
ク
ラ
ス
の

入
園
式
・
始
業
式
を
行
っ
た
。

子
ど
も
た
ち
は
期
待
と
夢
を
膨

ら
ま
せ
、
学
校
生
活
に
必
要
な

大
き
な
荷
物
を
抱
え
て
登
園
、

校
舎
前
で
保
護
者
と
別
れ
て
大

き
な
階
段
を
上
っ
て
教
室
へ
向

か
っ
た
。
久
し
ぶ
り
に
登
園
し

た
子
ど
も
た
ち
も
、
新
し
く
入

園
し
た
子
ど
も
た
ち
も
、
名
札

を
付
け
た
り
、
カ
レ
ン
ダ
ー
に

シ
ー
ル
を
貼
っ
た
り
す
る
こ
と

か
ら
始
ま
る
学
校
生
活
に
新
鮮

味
を
感
じ
た
よ
う
だ
っ
た
。

　
式
で
は
、
高
松
校
長
が
﹁
姿

勢
を
よ
く
し
ま
し
ょ
う
﹂
と
話

す
と
、
子
ど
も
た
ち
は
い
っ
せ

い
に
背
筋
を
ピ
ン
と
伸
ば
し
て

い
た
。
ま
た
、
年
中
の
友
達
か

ら
は
﹁
み
ん
な
で
な
か
よ
く
あ

そ
ぼ
う
ね
﹂
と
温
か
い
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
新
入
園
児
に
送
ら
れ

た
。
そ
の
後
は
み
ん
な
で
お
や

つ
を
食
べ
、
自
己
紹
介
カ
ー
ド

の
作
成
や
学
校
探
検
を
し
て
、

こ
れ
か
ら
の
生
活
に
向
け
て
準

備
を
し
た
。
１
日
が
終
わ
る
こ

ろ
に
は
緊
張
も
と
け
、
よ
い
２

学
期
の
ス
タ
ー
ト
を
き
る
こ
と

が
で
き
た
よ
う
だ
。

リ
セ
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学
校

入
園
・
始
業
式
行
う

思
い
出
の

宿
泊
学
習

NJ 日本人学校の中等部 26 人

イーストバレーランチで 1 泊 2 日

　
イ
ー
ス
ト
バ
レ
ー
ラ
ン
チ
前
で

記
念
撮
影
す
る
生
徒
た
ち

http://www.betteratmath.com
https://satoricollegeplanning.com/
http://www.gwjs.org
http://www.hiroogakuen.ed.jp/
https://artofhaiku.org/
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Ｑ
　
こ
ち
ら
に
来
て
２
年
に
な

り
ま
す
。
11
歳
の
娘
が
す
ぐ
に

友
達
を
作
り
、
順
調
に
英
語
を

習
得
す
る
一
方
で
、
13
歳
の
息

子
は
来
年
も
Ｅ
Ｓ
Ｌ
継
続
と
な

り
な
か
な
か
英
語
の
遅
れ
を
取

り
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

喜
ん
で
通
っ
て
い
た
日
本
語
補

習
校
で
さ
え
も
今
は
楽
し
め
て

い
な
い
様
子
で
心
配
で
す
。

Ａ
　
ご
相
談
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
あ
な
た
の
よ
う
に
子

供
の
変
化
を
見
逃
さ
ず
、
気
に

か
け
て
く
れ
る
ご
両
親
が
側
に

い
て
く
れ
て
、
お
子
様
た
ち
は

と
て
も
幸
せ
で
す
ね
。
こ
こ
で

は
感
情
と
知
性
の
側
面
か
ら
お

話
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
住
み
慣
れ
た
環
境
を
離
れ
る

こ
と
に
、
子
供
は
ひ
と
り
ひ
と

り
異
な
る
反
応
を
示
し
ま
す
。

数
か
月
前
か
ら
念
入
り
に
準
備

を
し
て
新
し
い
国
で
の
生
活
が

始
ま
り
、﹁
初
め
て
﹂
だ
ら
け

の
１
年
目
が
過
ぎ
る
と
、
大
人

は
そ
の
生
活
に
慣
れ
て
き
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
子
供
は
２
年

目
以
降
の
方
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン

グ
だ
と
感
じ
る
こ
と
も
多
い
の

で
す
。
意
に
反
し
て
住
み
慣
れ

た
環
境
か
ら
離
れ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
子
供
た
ち
は
、
新
し
い

生
活
を
素
直
に
受
け
入
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
慣
れ
親
し

ん
だ
学
校
や
生
活
・
友
達
が
恋

し
い
と
感
じ
る
と
、
今
の
ど
ん

な
素
晴
ら
し
い
体
験
も
価
値
あ

る
も
の
に
思
え
な
い
の
で
す
。

息
子
さ
ん
は
ま
だ
そ
の
価
値
を

見
い
だ
せ
ず
、
不
安
や
行
き
詰

ま
り
を
感
じ
て
い
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
物
事
の
計
画
・
実
行
は
脳
の

前
頭
葉
と
い
う
部
分
が
司
っ
て

い
て
、
そ
れ
は
20
代
半
ば
ま
で

発
達
し
続
け
ま
す
。
つ
ま
り
、

大
人
に
は
直
面
す
る
で
あ
ろ
う

出
来
事
に
対
し
て
準
備
・
対
応

す
る
成
熟
し
た
実
行
機
能
が
備

わ
っ
て
い
ま
す
が
、
子
供
や
20

代
前
半
の
若
者
の
そ
れ
は
ま
だ

完
璧
で
は
な
い
の
で
す
。
そ
の

た
め
、
彼
ら
が
異
文
化
で
順
応

す
る
に
は
、
側
で
支
え
る
大
人

た
ち
の
存
在
が
必
要
不
可
欠
で

あ
る
と
言
え
ま
す
。

　
娘
さ
ん
は
友
達
だ
け
で
な

く
、
信
頼
の
お
け
る
メ
ン
タ
ー

と
の
出
会
い
も
あ
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
の
繋
が
り
は
原
動
力
と

な
り
ま
す
。﹁
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り
た
い
﹂
と
い
う

気
持
ち
が
英
語
学
習
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
に
も
な
っ
て
い
る
の

で
す
。
も
し
か
す
る
と
、
息
子

さ
ん
は
そ
の
繋
が
り
を
感
じ
ら

れ
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
心
か
ら
安
心
・
安
全
と
思

え
る
場
所
で
な
け
れ
ば
学
習
環

境
と
し
て
最
適
と
は
言
え
ず
、

そ
こ
で
十
分
に
力
を
発
揮
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
彼
は
ま

だ
学
校
で
自
身
の
居
場
所
を
見

つ
け
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で

す
。
た
だ
無
事
に
１
日
を
終
え

る
こ
と
に
集
中
し
て
し
ま
い
、

知
的
能
力
を
活
用
で
き
て
い
な

い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
感
情

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
精
一
杯

で
、
英
語
を
学
習
す
る
と
こ
ろ

ま
で
辿
り
着
い
て
い
な
い
の
で

し
ょ
う
。

　
新
し
い
環
境
に
馴
染
む
に
は

ま
ず
、
家
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き

る
空
間
で
あ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
息
子
さ
ん
が
心
か
ら
安
心

で
き
る
場
所
、
す
な
わ
ち
彼
が

あ
り
の
ま
ま
で
い
ら
れ
る
居
場

所
で
す
。
そ
し
て
彼
の
気
持
ち

や
言
葉
に
耳
を
傾
け
て
く
だ
さ

い
。
急
か
し
て
し
ま
え
ば
、
か

え
っ
て
彼
は
自
分
の
殻
に
閉
じ

こ
も
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
焦
ら

ず
、
ゆ
っ
く
り
と
で
す
。

　
帰
国
子
女
や
サ
ー
ド
カ
ル
チ

ャ
ー
キ
ッ
ズ
は
、
環
境
が
変
化

す
る
中
で
感
情
の
バ
ラ
ン
ス
を

保
つ
た
め
に
自
分
の
気
持
ち
や

言
動
を
深
く
省
み
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。 

日
本
で
暮
ら
す
友

達
と
は
全
く
異
な
る
経
験
を
重

ね
て
い
る
の
だ
と
自
覚
し
、
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
が
シ
フ
ト

す
る
の
を
体
感
し
ま
す
。
異
文

化
で
の
生
活
は
日
々
豊
か
な
経

験
に
溢
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
な

か
で
、
大
人
は
子
供
の
適
応
能

力
を
信
じ
る
あ
ま
り
﹁
彼
ら
の

気
持
ち
に
目
を
向
け
る
﹂
こ
と

を
疎
か
に
し
て
し
ま
い
が
ち
で

す
。
親
は
子
供
に
と
っ
て
１
番

身
近
な
信
頼
で
き
る
大
人
で

す
。
子
供
が
い
つ
で
も
助
け
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
適

切
な
距
離
を
保
っ
て
寄
り
添

い
、
い
つ
で
も
側
に
い
る
と
い

う
サ
イ
ン
を
出
し
続
け
ま
し
ょ

う
。
息
子
さ
ん
は
不
安
の
波
を

乗
り
切
ろ
う
と
彼
な
り
に
ベ
ス

ト
を
尽
く
し
て
い
ま
す
。
安
心

で
き
る
空
間
や
会
話
、
食
事
な

ど
を
通
し
て
、
温
か
い
サ
ポ
ー

ト
を
続
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
感
情
的
欲
求
が
満
た
さ
れ

れ
ば
、
彼
は
英
語
学
習
と
向
き

合
い
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
進
む

た
め
の
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出

す
こ
と
で
し
ょ
う
。

帰国子女アカデミー　ウェルネスアドバイザー・

作業療法士  二宮彩相談員

新しい環境に馴染むための
子供の感情と知性

 本欄への相談は

● 帰国子女アカデミー
　Tel: 81-3-3723-2380 
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場
合
の
み
、
希
望
の
日
時
に
合

わ
せ
て
受
講
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
家
族
で
２
人
以
上
が
申
し

込
ん
で
も
１
人
と
カ
ウ
ン
ト
さ

れ
る
。
セ
ミ
ナ
ー
は
１
時
間
半

の
予
定
で
、
後
半
は
参
加
者
の

質
問
に
答
え
る
。
講
師
は
カ
レ

ッ
ジ･

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
で
本
紙

﹁
教
育
な
ん
で
も
相
談
室
﹂
の

相
談
員
で
も
あ
る
伴
里
美
氏
。

　
希
望
者
は
ウ
ェ
ブhttps://

satoricolleg
eplan

n
in

g
.

com

内
に
あ
る
﹁
無
料
セ
ミ

ナ
ー
申
込
書
﹂
に
参
加
者
全
員

の
名
前
と
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を

書
い
て
申
し
込
む
。

　
ア
メ
リ
カ
の
大
学
進
学
を
希

望
す
る
高
校
生
と
そ
の
親
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
サ
ト
リ･

カ
レ
ッ

ジ･

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
は
、
﹁
米

大
学
出
願
課
程
に
お
け
る
最
新

情
報
と
準
備
の
仕
方
﹂
と
題
し

た
無
料
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
す
る
。
た
だ
し
５
人
以

上
の
希
望
者
が
ま
と
ま
っ
て
19

日
︵
日
︶
ま
で
に
申
し
込
ん
だ

米
国
の
大
学
進
学

出
願
準
備
の
仕
方
解
説

　
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
・
ミ
ッ
ド
タ

ウ
ン
に
あ
る
ハ
リ
ヤ
マ
バ
レ
エ

は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
生
徒
が
大

幅
に
減
少
し
大
き
な
影
響
を
受

け
た
が
、
再
起
を
図
る
た
め
9

月
か
ら
改
名
し
て
新
規
ス
タ
ー

ト
し
た
。

　
新
し
い
ス
ク
ー
ル
名
は
﹁
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
ダ
ン
ス
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
リ
ー
﹂。
午
前
中
は
オ
ー

プ
ン
ク
ラ
ス
で
バ
レ
エ
、
マ
タ

ニ
テ
ィ
ヨ
ガ
、
美
容
ヨ
ガ
、
コ

ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
、
ベ
ビ
ー
ク

ラ
ス
な
ど
を
開
講
。
午
後
か
ら

は
子
供
た
ち
の
た
め
の
ダ
ン
ス

ク
ラ
ス
で
バ
レ
エ
以
外
に
Ｋ
ポ

ッ
プ
や
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
な
ど
新

た
な
ジ
ャ
ン
ル
も
取
り
入
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
本
場
ブ
ロ
ー
ド

ウ
ェ
イ
で
活
躍
す
る
指
導
者
ら

を
招
き
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
を
目
指
す
た
め
の
プ
ロ
コ
ー

ス
も
新
設
。
ま
た
ピ
ラ
テ
ィ
ス

講
師
資
格
が
取
れ
る
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
養
成
コ
ー
ス
も
受
講

可
能
。

　

問

い

合

わ

せ

は

電

話

３
４
７
・
４
５
１
・
１
８
０
１
ま

で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 

h
ttp://n

y
dan

ceart.com

　

を
参
照
す
る
。

ハリヤマバレエ

NYDA に改名し新規スタート

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全

日
制
部
門
小
学
部
の
1
・
2
年

生
33
人
が
3
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
州
ス
プ
リ
ン
グ
バ
レ
ー
で
飼

育
栽
培
を
行
っ
て
い
る
フ
ァ
イ

フ
ァ
ー
セ
ン
タ
ー
へ
農
場
体
験

に
出
か
け
た
。
栽
培
さ
れ
て
い

る
野
菜
や
ハ
ー
ブ
、
大
小
色
と

り
ど
り
の
花
や
ト
マ
ト
な
ど
を

観
察
し
、
触
っ
た
り
、
香
り
を

か
い
だ
り
、
時
々
味
見
し
た
り

し
な
が
ら
栽
培
の
様
子
を
観
察

し
た
。

　
午
後
か
ら
は
様
々
な
活
動
の

体
験
を
し
た
。
二
頭
の
農
耕
馬
、

﹃
キ
ャ
プ
テ
ン
﹄
と
﹃
パ
リ
ス
﹄

に
﹁
馬
式
﹂
の
挨
拶
を
行
っ
た

あ
と
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
や
心
音

を
聴
い
た
り
、
馬
小
屋
の
掃
除

の
仕
方
を
学
ん
だ
り
し
た
。
馬

の
世
話
を
通
し
て
、
ス
タ
ッ
フ

の
方
か
ら
た
く
さ
ん
の
話
を
聞

い
て
い
た
。
生
徒
た
ち
は
命
の

つ
な
が
り
や
尊
さ
、
大
切
さ
を

今
回
の
農
場
体
験
を
通
し
て
し

っ
か
り
と
学
ん
だ
よ
う
だ
。

育
英
学
園
の
児
童

米
国
の
農
場
体
験

 発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ

米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社

 絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
 　ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を
務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905 〜 72 年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951 年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65 か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて

「平和の鐘」を作り、54 年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56 年に日本は 80 番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62 周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark the 
opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Japan 
joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of peace 
from Japan.

 

国
連
本
部
に
鐘
を
寄
贈
し
た
日
本
人
の
物
語

 取扱い店：国連本部地下書店

United Nations Bookshop
48th Street and 1st Avenue

Room GA-1B-103
Tel:212-963-7680

または週刊 NY 生活まで
電話 212-213-6069

価格：$23

http://www.kikokushijoacademy.com
mailto:english@kikokushijoacademy.com
https://satoricollegeplanning
https://satoricollegeplanning
http://nydanceart.com%E3%80%80
http://nydanceart.com%E3%80%80
http://nydanceart.com%E3%80%80
http://nydanceart.com%E3%80%80
http://starchildny.com
http://shidogakuin.com
https://www.news-slidemethod.com/
tel:2122136069
tel:2122136069
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 EVENT　 
■タイムズスクエアの大観覧車＝〜 9/12　
12:00 〜 24:00　On Broadway（bet.47th 
and 48th St） NY の復活のシンボルとして
登場した高さ 110 フィートの観覧車。夜
間には虹色のライトが点灯し光り輝くタ
イムズスクエアが見下ろせる。料金：大
人＄20、子供＄15（3 〜 10 歳）、列に並
ばずに乗車できるスキップザロウ＄35。
詳細は https://timessquarewheel.nyc
■ジャパン・ファン・フェスト＝ 9/12　
12:00 〜 16:00　Corlears Hook Park

（Jackson/Cherry Streets）ローワーイー
ストサイドにある公園で地域のボランテ
イア団体の協力のもとで開催されるファ
ミリー向けの日本紹介イベント。民舞座
の日本舞踊、太鼓マサラの太鼓演奏、サ
ムライソードソウルによる殺陣パフォー
マンスほか、ブースでは折り紙、書道、
けん玉、フェイスペインティング、着物
の着付けなどが体験できる。最後には参
加者全員で盆踊り。入場無料。
詳細は https://japanesefolkdance.org/
■ US オープンテニス＝〜 9/12　USTA 
Billie Jean King National Tennis Center

（Flushing Meadow - Corona Park）テニ
スの世界４大国際大会のひとつ。東京オ
リンピックに出場した選手たちが熱い戦
いを繰り広げる。会場入場の際にはワク
チン接種証明書の提示が必要。
詳細は https://www.usopen.org/
■第 94 回サン・ジェナーロ祭＝ 9/16 〜
26　Little Italy（On Mulberry St.） パンデ
ミックの影響で昨年中止されたリトルイ
タリーのお祭り。宗教的行事やパレード
の他、ほぼ毎日午後 7 時 30 分から無料
ライブ演奏が行われる。恒例のカノーリ
大食い大会は 17 日午後１時から、ドー
ナツにクリームをのせたゼッポレの大食
い大会は 22 日午後１時から、ミートボー
ル大食い大会は 26 日午後１時から。

詳細は https://sangennaronyc.org/
■ブライアントパーク・ムービーナイト
＝〜 9/28　6 番街 40 〜 42 丁目　日没か
ら　毎夏恒例の屋外無料映画イベントが
2 年ぶりに復活。ブランケットと夕食を
持って出かけよう。9/28 までの月曜と火
曜に計 10 作品を上映。上映作品は、9/13
が「Moonstruck」 (1987)、9/14 が「MOULIN 
ROUGE!」 (2001)。
詳細は https://bryantpark.org

ONLINE CLASS/SEMINAR
■ジェトロセミナー「最新米国のサイバー
セキュリティ動向」＝ 9/16　19:30  ラン
サムウェアなどサイバー攻撃の手口・事
例・対策、リモートワークでのサイバー
セキュリティー面コンプライアンス対策、
個人情報を第三者のプラットフォームで
管理する上での注意点・対策などを解説。
講師はディパロ真紀弁護士。言語は日本
語。参加費無料。定員先着 1000 人。
詳 細 は https://register.gotowebinar.com/
register/312588274239010062

ART
■ 更 井 真 理 写 真 展「SEPT. 2020 NYC」
＝ 9/23 〜 10/31　NowHere (40 Wooster 
St.）NY を拠点にファッションフォトグ
ラファーとして第一線活躍する更井が、
2020 年 9 月のパンデミック真っ只中の
ニューヨークをとらえた、自身初となる
ドキュメタリーフォトを展示。入場無料。
オープニング・レセプションは 9/23 午後
6 時から 8 時まで（要予約）。
詳細は https://nowhere-nyc.com/
■ 草 間 彌 生 展「KUSAMA：Cosmic 
Nature」 ＝ 〜 10/31 The New York 
Botan ica l  Garden (2900 Southern 
Boulevard) Tel:718-817-8700  ブロンクス
のニューヨーク植物園で開催中の前衛芸
術家・草間彌生の大規模展示。代表的な
インスタレーション「ナルシスの庭」や
水玉模様の黄色いカボチャ「ダンシング・
パンプキン」などを展示。入場料：ガー
デン＆ギャラリーパスが一般 35 ドル、
学 生・65 歳 以 上 32 ド ル、2 〜 15 歳 は
15 ドル、2 歳以下と会員は無料。
詳細は https://www.nybg.org
■オートマニア＝〜 2022/1/2　MoMA（11 
W 53rd St）人間と自動車の関係をテーマ
にした展覧会で、スカルプチャーガーデ

ンのビンテージカー展示（10/10 まで）と、
館内３階ギャラリーでの資料展示（来年
1/2 まで）の 2 パートにて公開。9 台のビ
ンテージカー、ビンテージフィルムやポ
スターを展示。入場料：一般 $25、シニ
ア $18、学生 $14、16 歳以下・会員は無料。
詳細は https://www.moma.org
■ディオールの展覧会「デザイナー・オ
ブ・ ド リ ー ム ス 」 ＝ 9/10 〜 2022/2/20　
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Brooklyn Museum（200 Eastern Parkway）ディ
オールがブランドを設立した 20 世紀初頭まで
遡り、資料や商品とともにハイファッションの
歴史を探る展示。200 点以上のオートクチュー
ル、写真、映像、スケッチ、ビンテージの香水、
アクセサリーなどを見ることができる。入場料 :
一般 $25、学生・シニア $16、４〜 12 歳 $10、
３歳以下・会員無料。
詳細は https://www.brooklynmuseum.org/
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週刊 NY生活　作文のページ「ことばの泉」応募規定

●年間賞＝「最優秀」「一席」「二席」「三席」「佳作」の各賞に賞品を贈ります。「最優秀」１人には
全日空の日米往復航空券（１枚）を進呈いたします。●小、中、高生＝テーマは自由です。アメリカ生
活で感じたこと、思ったことを書いて送ってください（随時募集）。ただし、未発表の作品に限ります。
●文字数＝1000 字（400 字詰め原稿用紙なら２枚半）を目安に最長 2000 字まで。●写真を必ず添え
て、住所、氏名、電話番号、滞米期間、学校名、学年、保護者名、E メールアドレスを明記のこと。

●郵送先：	 NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC.　Attn : Sakubun

            	 71 West 47th Street #1205, New York, NY 10036

＊ E メールでの応募も受付開始しました。スキャンした作文（PDF) または
Word 原稿に写真データと上記応募規定にある個人情報を添えて 

nyseikatsu.sakubun@gmail.com までお送りください。

主催 : ニューヨーク生活プレス社　後援 : 全日本空輸株式会社
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い
っ
し
ょ
う

け
ん
め
い
や
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
日
や
る
こ
と
を
や
っ
た

の
な
ら
ば
、
明
日
の
こ
と
を
悩

む
こ
と
な
く
、
気
を
楽
に
す
る
。

明
日
は
明
日
の
、
い
い
風
が
吹

く
の
だ
と
考
え
て
、
毎
日
過
ご

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　（
滞
米
12
年
）

「
明
日
は
明
日
の
風
が
吹
く
」

　
　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ュ
グ
ル
ー
　
万
里
凪
　
　

　
わ
た
し
は
さ
い
近
、
昼
休
み

と
放
か
後
に
な
わ
と
び
を
し
て

い
ま
す
。
と
く
に
が
ん
ば
っ
て

い
る
の
が
、
二
つ
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
二
重
と
び
で
す
。

な
ぜ
な
ら
、
お
兄
ち
ゃ
ん
に
ば

か
に
さ
れ
た
か
ら
で
す
。
今
の

わ
た
し
の
二
重
と
び
の
さ
い
高

記
ろ
く
は
、
二
十
三
回
で
す
。

で
も
、
お
兄
ち
ゃ
ん
の
さ
い
高

記
ろ
く
は
、
四
十
回
な
の
で
す
。

そ
し
て
、
お
兄
ち
ゃ
ん
に
「
み

お
り
は
下
手
だ
な
ぁ
。」
と
ば

か
に
さ
れ
た
の
で
、
く
や
し
く

て
、
く
や
し
く
て
、
い
つ
か
お

兄
ち
ゃ
ん
を
こ
え
て
、「
や
っ

ぱ
り
み
お
り
は
上
手
だ
な
ぁ
。」

と
ほ
め
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

そ
う
ほ
め
ら
れ
た
ら
う
れ
し
い

で
す
。

　
二
つ
目
は
、
交
さ
と
び
で
す
。

な
ぜ
な
ら
、
な
わ
と
び
大
会
で

三
年
生
は
交
さ
と
び
を
と
ぶ
か

ら
で
す
。
わ
た
し
の
ク
ラ
ス
で

は
、
交
さ
と
び
を
十
回
と
べ
た

ら
五
コ
ン
ボ
も
ら
え
ま
す
。
コ

ン
ボ
と
は
、
ど
ん
ど
ん
集
め
て

百
コ
ン
ボ
た
ま
る
と
、
お
わ
か

れ
会
や
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
し

て
、
さ
い
近
は
転
校
し
て
し
ま

う
子
が
多
い
の
で
、
お
わ
か
れ

会
や
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
を
し
た

い
の
で
、
コ
ン
ボ
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。

　
あ
と
、
三
年
生
の
さ
い
後
に

と
っ
て
お
き
の
記
ろ
く
を
の
こ

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
な
わ
と
び
大
会
が
楽
し
み
で

す
。

　
で
も
、
や
っ
ぱ
り
、
練
習
す

る
だ
け
で
は
や
る
気
が
出
な
い

の
で
、
わ
た
し
は
考
え
ま
し
た
。

そ
し
て
、
学
校
の
な
わ
と
び
カ

ー
ド
を
思
い
出
し
て
、
わ
た
し

も
な
わ
と
び
カ
ー
ド
を
作
れ
ば

い
い
ん
だ
、
と
思
い
つ
き
ま
し

た
。
　

　
そ
の
な
わ
と
び
カ
ー
ド
に
は

日
づ
け
、
曜
日
、
何
回
目
の
チ

ャ
レ
ン
ジ
か
、
そ
し
て
回
数
を

書
き
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
、

早
く
さ
い
高
記
ろ
く
を
出
し
て

ど
ん
ど
ん
紙
に
書
き
た
く
な
っ

て
、
や
る
気
が
と
て
も
出
て
き

ま
す
。
　

　
な
の
で
、
な
わ
と
び
カ
ー
ド

を
作
っ
て
よ
か
っ
た
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
わ
た
し
に
は

な
わ
と
び
の
目
ひ
ょ
う
が
あ
り

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
ま
だ
こ
こ

　
わ
た
し
の
い
と
こ
が
、
に
ほ

ん
か
ら
き
ま
し
た
。
そ
ふ
ぼ
の

い
え
に
と
ま
っ
て
い
た
の
で
、

わ
た
し
も
と
ま
り
に
い
き
ま
し

た
。
い
っ
し
ょ
に
プ
ー
ル
に
は

い
っ
た
り
、
こ
う
え
ん
へ
い
っ

た
り
、
ゆ
う
え
ん
ち
に
も
い
き

ま
し
た
。
た
く
さ
ん
あ
そ
ん
で
、

と
て
も
た
の
し
か
っ
た
で
す
。

　
い
ち
ば
ん
、
う
れ
し
か
っ
た

の
は
、
い
っ
し
ょ
に
ね
た
こ
と

で
す
。

　
わ
た
し
の
い
と
こ
は
、
わ
た

し
よ
り
も
二
さ
い
小
さ
い
の

で
、
い
も
う
と
が
で
き
た
み
た

い
で
、
か
わ
い
か
っ
た
で
す
。

　
い
ま
は
、
フ
ロ
リ
ダ
へ
い
っ

て
し
ま
っ
て
、
さ
み
し
い
け
れ

ど
、
ま
た
、
あ
え
る
ひ
を
た
の

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
わ
た
し
は
、
い
と
こ
が
だ
い

す
き
で
す
。

　
　  

　（
滞
米
６
年
８
か
月
）

■児童生徒作文のページ■

（記載学年は応募時のものです）

　
ぼ
く
は
、
ま
い
に
ち
き
ょ
う

だ
い
で
い
え
の
お
て
つ
だ
い
を

し
ま
す
。

　
せ
ん
た
く
、
ト
イ
レ
、
あ
ら

い
も
の
三
つ
を
お
に
い
ち
ゃ
ん

と
や
り
ま
す
。

　
ぼ
く
は
せ
ん
た
く
が
た
い
へ

ん
だ
か
ら
き
ら
い
で
す
。

　
　
　
　（
滞
米
２
年
２
か
月
）

「なわとびの練習」
　　　　　ニューヨーク育英学園全日制小３

　　　　　　　　　　　　しの原　みおり

「
ぼ
く
た
ち
野
球
三
兄
弟
」

　
　
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
ノ
ー
ス
ペ
ン
日
本
語
学
園
小
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ィ
ロ
ビ
ー
　
か
づ
き

に
書
い
て
い
な
い
目
ひ
ょ
う
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
な
の
で
、

そ
の
目
ひ
ょ
う
を
た
っ
成
で
き

る
よ
う
に
、
毎
日
、
毎
日
、
練

習
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
目
ひ
ょ
う
を
た

っ
成
し
た
ら
、
も
っ
と
む
ず
か

し
い
の
を
新
し
く
作
り
た
い
で

す
。

　
　
　
　（
滞
米
３
年
６
か
月
）

こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
よ

「
と
う
ば
ん
」

　
　
　
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
日
本
語
補
習
校
小
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
山
　
健
成
　

「わたしのいとこ」
　　　　　　　ピッツバーグ日本語補習授業校小１

　　　　　　　　　　　　　　　じょるだに　らな　

mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
https://japaneseschool.org
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 LIVING in USA
 米国の住まいを豊かにするページ：住居から考察する NY ライフスタイル

　
写
真
の
部
屋
は
、

ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス

タ
ー
の
ハ
ー
ツ
デ

ー
ル
に
あ
る
集
合

住
宅
﹁
ザ
・
ク
ラ

シ
ッ
ク
﹂
の
ワ
ン

ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
の

部
屋
。
24
時
間
ド

ア
マ
ン
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
、
駐
車
場

一
台
分
付
、
専
用

ス
ト
レ
ー
ジ
有
、

室
内
プ
ー
ル
、
ジ

ム
、

ラ

ウ

ン

ジ
、

サ
ウ
ナ
の
あ
る
コ

ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
の

賃
貸
物
件
で
家
賃

は
月
額
２
７
５
０

ド
ル
。
池
に
面
し

て
四
季
折
々
の
美

し
い
眺
め
を
楽
し

め
る
ユ
ニ
ッ
ト
。

グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト

ラ
ル
駅
か
ら
ハ
ー

ツ
デ
ー
ル
駅
ま
で

通
勤
時
間
は
最
速

で
33
分
。
ハ
ー
ツ

デ
ー
ル
駅
か
ら
徒

歩
9
分
。
１
０
０

番
沿
い
の
買
物
や

病
院
に
も
と
て
も

便
利
な
ロ
ケ
ー
シ

ョ
ン
。
キ
ッ
チ
ン

を
改
装
し
、
多
く

の
家
電
が
新
品
。

シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
は
改
装
中
で
間
も
な
く
入
居
が
可
能
。
バ
ス

ル
ー
ム
に
は
深
め
の
バ
ス
タ
ブ
が
あ
る
。
洗
濯
機
乾
燥
機
完
備
。

　
こ
の
ほ
か
、
ゴ
ル
フ
場
ビ
ュ
ー
の
２
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
、
２

浴
室
で
家
賃
３
５
０
０
ド
ル
も
あ
る
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

９
１
４
・
９
２
１
・
１
６
１
６
、
Ｅ
メ
ー
ルinfo@

shoenrealty.
com

、
秋
野
さ
ん   (

写
真
提
供
荘
園
不
動
産)

池
の
見
え
る
部
屋
に
住
む

　
コ
ロ
ナ
に
よ
る
生
活
へ
の
影

響
が
出
始
め
る
前
ま
で
は
、
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
で
人
気
の
物
件
と

言
え
ば
高
層
タ
ワ
ー
の
上
層
階

で
街
の
眺
望
が
楽
し
め
、
立
地

は
オ
フ
ィ
ス
ま
で
の
距
離
が
近

け
れ
ば
近
い
ほ
ど
良
い
、
と
い

う
も
の
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

最
近
で
は
在
宅
勤
務
を
継
続
し

て
い
る
会
社
が
多
い
こ
と
も
あ

り
、
通
勤
距
離
と
し
て
は
１
時

間
程
度
ま
で
は
許
容
範
囲
と
な

り
、
で
き
れ
ば
２
ベ
ッ
ド
ル
ー

ム
か
ワ
ン
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
に
書

斎
︵
デ
ン
︶
付
き
と
い
っ
た
広

め
の
間
取
り
が
好
ま
れ
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
家
で

過
ご
す
時
間
が
増
え
た
こ
と
に

よ
り
犬
や
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
を

飼
い
始
め
る
層
も
増
え
、
そ
れ

に
伴
い
テ
ラ
ス
や
庭
付
き
物
件

の
人
気
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
と
は
い
え
、
最
近
の
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
で
は
需
要
に
対
す
る
供

給
が
追
い
付
い
て
い
な
い
こ
と

か
ら
物
件
不
足
が
著
し
く
、
家

賃
は
高
騰
し
て
お
り
、
つ
い
こ

の
間
ま
で
数
多
く
の
ビ
ル
で
数

か
月
の
フ
リ
ー
レ
ン
ト
が
提
供

さ
れ
て
い
た
街
と
は
思
え
な
い

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
も
と

も
と
少
な
い
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
内

の
テ
ラ
ス
付
き
物
件
や
庭
付
き

物
件
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
に

も
人
気
が
あ
る
た
め
争
奪
戦
と

な
っ
て
お
り
、
な
か
な
か
空
き

が
出
て
こ
な
い
の
が
現
状
で

す
。
そ
の
た
め
、
対
象
エ
リ
ア

を
広
げ
て
物
件
を
探
す
方
も
増

え
て
い
ま
す
。

　
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
を
出
て
、
ダ

ウ
ン
タ
ウ
ン
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
ま

で
行
け
ば
大
き
な
テ
ラ
ス
付
き

の
注
目
物
件
が
あ
り
ま
す
し
、

ア
ス
ト
リ
ア
に
は
低
層
階
の
コ

ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
で
比
較
的
割
安

で
大
き
な
庭
付
き
の
物
件
な
ど

も
出
て
き
て
い
ま
す
。
少
し
足

を
延
ば
し
て
物
件
を
探
さ
れ
る

と
、
ご
希
望
に
叶
う
物
件
に
出

会
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

︵
リ
ロ
・
リ
ダ
ッ
ク
　
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
住
宅
部
／
岡
畠
伸
江
︶

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
人
気
の
間
取
り
に
変
化
あ
り

　
不
動
産
の
情
報
サ
イ
ト
、
ザ

ン

パ

ー
︵w

w
w

.zum
per.

com

︶
は
こ
の
ほ
ど
、
全
米
家

賃
統
計
を
公
表
し
、
今
年
の
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
相
場
は
、
住

宅
賃
料
が
高
い
こ
と
で
知
ら
れ

る
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
以
上
で

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。 

　
同
報
告
に
よ
る
と
、
１
ベ

ッ
ド
ル
ー
ム
の
平
均
賃
料

は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
月

２
８
０
０
ド
ル
で
あ
る
の
に
対

し
、
Ｎ
Ｙ
市
は
２
８
１
０
ド
ル

だ
っ
た
。

　
Ｎ
Ｙ
市
専
門
の
不
動
産
サ
イ

ト
、
ス
ト
リ
ー
ト
イ
ー
ジ
ー
の

今
夏
初
旬
の
報
告
に
よ
る
と
、

同
市
内
の
需
要
の
高
い
地
区
で

は
賃
料
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
よ

り
も
高
く
な
っ
て
お
り
、
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
は
60
ド
ル
増
の
平
均

２
８
６
０
ド
ル
、
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
は
49
ド
ル
増
の
２
４
４
９
ド

ル
、
ク
イ
ー
ン
ズ
は
50
ド
ル
増

の
２
１
０
０
ド
ル
と
な
っ
て
い

る
。

Ｎ
Ｙ
の
家
賃

Ｓ
Ｆ
を
抜
く

http://www.zumper
http://www.zumper
https://www.redacinc.com/
https://www.redacinc.com/
https://www.compass.com/agents/natsuko-ikegami/
http://brooklyntime.net
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商
店
街
や
市
場
が
活
気
に
溢

れ
、
主
婦
が
毎
日
専
門
店
に
買

い
物
に
行
く
の
が
当
た
り
前
だ

っ
た
昭
和
の
時
代
。
酒
屋
さ
ん

や
お
米
屋
さ
ん
な
ど
重
い
商
品

を
取
り
扱
う
専
門
店
は
、
注
文

す
る
と
軽
ト
ラ
に
乗
っ
て
自
宅

に
商
品
を
配
達
し
て
く
れ
て
い

た
。
そ
の
時
に
必
ず
と
い
っ
て

目
に
し
た
の
は
、
お
店
の
人

が
締
め
て
い
る
前
掛
け
。﹁
商

い
﹂
の
象
徴
で
も
あ
る
前
掛
け

に
は
、
屋
号
や
電
話
番
号
な
ど

お
店
の
情
報
も
書
か
れ
、
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
と
し
て
の
役
割
だ
け

で
な
く
、﹁
歩
く
お
店
の
看
板
﹂

と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い

た
。

　
そ
ん
な
前
掛
け
だ
が
、
時
代

が
移
り
、
郊
外
に
居
住
す
る
人

が
増
え
て
、
人
々
が
自
動
車
で

ス
ー
パ
ー
に
行
っ
て
食
品
を
ま

と
め
買
い
す
る
よ
う
に
な
る
と

専
門
店
が
減
っ
て
し
ま
い
、
そ

れ
に
呼
応
し
て
前
掛
け
を
目
に

す
る
こ
と
も
少
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

　
し
か
し
、
﹁
歴
史
も
あ
り
、

機
能
性
に
も
優
れ
た
前
掛
け
の

灯
を
消
し
て
は
な
ら
な
い
﹂
と

立
ち
上
が
っ
た
の
が
有
限
会
社

エ
ニ
シ
ン
グ
の
代
表
取
締
役
社

長
、
西
村
和
弘
さ
ん
。
か
つ
て

前
掛
け
製
造
の
中
心
地
だ
っ
た

愛
知
県
豊
橋
市
で
唯
一
残
っ
て

い
た
高
齢
の
職
人
さ
ん
た
ち
の

話
を
聞
い
て
一
念
発
起
。
日
本

で
唯
一
の
﹁
前
掛
け
専
門
店
﹂

を
設
立
し
た
。
そ
の
後
、
後
継

者
問
題
に
悩
ん
で
い
た
工
場
に

若
い
職
人
た
ち
を
送
り
こ
ん
で

技
術
を
学
ば
せ
、
事
業
を
継
承

し
、
一
昨
年
に
は
豊
橋
市
内
に

新
工
場
も
建
設
し
た
。
先
達
か

ら
受
け
継
い
だ
、
日
本
史
の
教

科
書
に
も
出
て
く
る
１
０
０
年

商
い
の
象
徴
﹁
前
掛
け
﹂

伝
統
の
技
法
を
引
き
継
ぎ
、
世
界
へ

﹁
シ
ョ
ッ
プ
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
で
販
売

　
そ
ん
な
前
掛
け
が
商
人
の
間

で
定
着
し
た
歴
史
は
、
江
戸
時

代
ま
で
遡
る
。
体
の
前
に
布
を

掛
け
る
︵
垂
ら
す
︶
こ
と
か
ら

﹁
前
掛
け
﹂
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
の
作
業
着
は
、
衣

類
の
汚
れ
を
防
ぐ
た
め
と
い
う

だ
け
で
な
く
、
腰
ひ
も
を
骨
盤

の
上
で
強
く
縛
る
こ
と
に
よ
っ

て
腰
に
か
か
る
負
担
を
軽
減

し
、
重
い
荷
物
を
運
ぶ
商
人
や

職
人
を
け
が
か
ら
守
る
役
割
も

果
た
し
、
製
造
業
の
職
人
や
商

人
の
間
で
重
宝
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
明
治
時
代
に
な
る
と

屋
号
が
染
め
抜
か
れ
る
よ
う
に

な
り
今
の
形
に
な
っ
た
。
そ
し

て
、
戦
後
、
日
本
の
経
済
成
長

と
共
に
、
広
告
的
役
割
に
も
着

目
し
た
メ
ー
カ
ー
が
大
量
に
配

布
し
た
こ
と
に
よ
り
前
掛
け
の

人
気
が
沸
騰
し
、
全
国
に
一
気

に
広
ま
っ
て
、﹁
昭
和
の
仕
事

着
﹂の
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
た
。

を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
し
た
エ

ニ
シ
ン
グ
社
の
努
力
の
甲
斐
も

あ
り
、﹁
レ
ト
ロ
の
雰
囲
気
が

か
え
っ
て
カ
ッ
コ
い
い
。﹂﹁
昭

和
世
代
の
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

た
ら
懐
か
し
が
っ
て
喜
ば
れ

た
。﹂
な
ど
と
受
け
入
れ
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
ラ
ー

メ
ン
店
や
居
酒
屋
な
ど
飲
食
店

の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
も
ど

ん
ど
ん
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
、
前
掛
け
の
人
気
は
復
活

し
た
。

　
エ
ニ
シ
ン
グ
社
は
海
外
に
も

「前掛け」 前掛け専門店エニシング

以
上
前
の
ト
ヨ
タ
製
や
ス
ズ
キ

製
の
シ
ャ
ト
ル
織
機
を
使
用
し

て
織
ら
れ
た
丈
夫
な
帆
布
に
、

伝
統
的
な
加
工
を
施
し
た
本
格

的
な
製
造
法
で
作
ら
れ
た
エ
ニ

シ
ン
グ
の
前
掛
け
は
、
洗
っ
て

も
長
持
ち
し
、
使
い
こ
な
す
ほ

ど
に
味
が
出
る
魅
力
的
な
逸
品

だ
。

　
様
々
な
企
業
と
コ
ラ
ボ
す
る

形
で
若
い
人
に
前
掛
け
の
魅
力

目
を
向
け
た
。
２
０
０
７
年
の

Ｎ
Ｙ
出
張
を
皮
切
り
に
、
ア
メ

リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
積
極
的

に
展
示
会
な
ど
に
出
店
。
エ
プ

ロ
ン
と
は
違
う
コ
ン
セ
プ
ト
の

ワ
ー
ク
ウ
ェ
ア
と
し
て
の
機
能

性
と
、
日
本
伝
統
の
工
法
で
作

ら
れ
た
デ
ザ
イ
ン
性
が
認
め
ら

れ
、
今
で
は
Ｍ
ｏ
Ｍ
Ａ
や
大
英

博
物
館
、
そ
の
他
の
セ
レ
ク
ト

シ
ョ
ッ
プ
で
も
取
り
扱
わ
れ
て

お
り
、
世
界
に
も
﹁
Ｍ
Ａ
Ｅ
Ｋ

Ａ
Ｋ
Ｅ
﹂
の
魅
力
が
伝
わ
り
始

め
て
い
る
。

　
そ
ん
な
エ
ニ
シ
ン
グ
社
の
前

掛
け
を
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
活

プ
レ
ス
社
が
８
月
に
立
ち
上
げ

た
、
日
本
独
自
の
製
法
や
伝
統

の
工
法
で
作
ら
れ
た
高
品
質
商

品
に
特
化
し
て
販
売
す
る
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト
﹁
シ
ョ
ッ
プ

Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
で
も
発
売
中
。
現

在
、
同
サ
イ
ト
で
扱
っ
て
い
る

商
品
は
二
通
り
。

　
高
級
で
丈
夫
な
１
号
生
地
で

作
ら
れ
た
﹁
無
地
カ
フ
ェ
前
掛

け
﹂
は
丈
が
短
め
に
作
ら
れ
て

お
り
、
身
長
が
低
い
女
性
が
締

め
て
も
バ
ッ
チ
リ
決
ま
る
。
本

来
、
カ
フ
ェ
な
ど
の
従
業
員
の

た
め
に
開
発
さ
れ
た
タ
イ
プ
な

の
で
、
ポ
ケ
ッ
ト
も
付
い
て
お

り
大
変
実
用
的
な
の
が
特
長
。

色
は
、前
掛
け
ら
し
い
紺
色
と
、

個
性
的
な
か
ら
し
色
の
２
種
類

か
ら
選
べ
る
。
ま
た
、
素
敵
な

ケ
ー
ス
に
入
っ
て
い
る
の
で
、

ギ
フ
ト
と
し
て
も
最
適
だ
。

　
も
う
ひ
と
つ
は
、
数
年
前
に

Ｎ
Ｙ
の
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ェ
ア
で

出
店
し
大
人
気
だ
っ
た
﹁
ロ
ン

グ
前
掛
け
﹂。
こ
ち
ら
は
２
号

生
地
で
織
ら
れ
イ
ラ
ス
ト
も
プ

リ
ン
ト
で
は
あ
る
が
、
明
治
か

ら
昭
和
に
使
わ
れ
て
い
た
前
掛

け
の
イ
メ
ー
ジ
を
完
全
再
現
し

た
タ
イ
プ
で
、﹁
招
き
猫
﹂﹁
酒
﹂

や
北
斎
や
写
楽
の
浮
世
絵
が
プ

リ
ン
ト
さ
れ
た
全
５
種
類
の
デ

ザ
イ
ン
か
ら
選
べ
る
。
こ
ち
ら

も
可
愛
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
紙
袋

に
入
っ
て
い
る
の
で
お
土
産
や

ア
メ
リ
カ
人
の
友
人
へ
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
に
も
お
勧
め
。

　
Ｂ
Ｂ
Ｑ
や
園
芸
、
ア
ー
ト
制

作
な
ど
の
時
に
も
使
え
る
オ
シ

ャ
レ
で
実
用
的
な
﹁
前
掛
け
﹂。

日
本
文
化
に
興
味
の
あ
る
ア
メ

リ
カ
人
の
前
で
締
め
れ

ば
人
気
者
に
な
る
こ
と

間
違
い
な
し
だ
。

　
ま
た
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
生
活
プ
レ
ス
社
で

は
、
既
製
品
の
前
掛
け

販
売
だ
け
で
な
く
、
飲

食
店
向
け
や
ギ
フ
ト
向

け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
前
掛

け
制
作
オ
ー
ダ
ー
も
請

け
負
っ
て
い
る
。
世
界

に
一
つ
だ
け
の
前
掛
け

を
作
っ
て
み
て
は
？ 

問

い
合
わ
せ
は
、info@

nyseikatsu.com
 

ま
で
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デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画
﹁
塔
の
上

の
ラ
プ
ン
ツ
ェ
ル
﹂
等
の
映
画

や
テ
レ
ビ
で
幻
想
的
な
﹁
ラ
ン

タ
ン
祭
り
﹂
を
目
に
し
て
、
一

度
体
験
し
て
み
た
い
、
人
生
の

バ
ケ
ッ
ト
リ
ス
ト
に
入
れ
て

る
、
な
ん
て
人
も
多
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
？ 

タ
イ
・
チ

ェ
ン
マ
イ
の
コ
ム
ロ
ー
イ
祭
り

が
有
名
な
の
で
、
な
ん
と
な
く

﹁
ア
ジ
ア
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
﹂
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い

が
、
実
は
こ
の
ラ
ン
タ
ン
祭
り
、

日
本
を
含
む
あ
ち
こ
ち
で
行
わ

れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
も
桁

違
い
の
規
模
を
誇
る
ラ
ン
タ
ン

祭
り
が
、
ア
メ
リ
カ
・
ラ
ス
ベ

ガ
ス
で
行
わ
れ
て
い
る
の
を
ご

存
じ
だ
ろ
う
か
？

　
台
湾
の
天
燈
節
は
８
０
０

個
、
タ
イ
の
コ
ム
ロ
ー
イ
は

１
０
０
０
個
の
ラ
ン
タ
ン
が
上

が
り
、
日
本
で
は
５
０
０
０
個

を
上
げ
る
イ
ベ
ン
ト
も
あ
る
そ

う
だ
が
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
で
行
わ

れ
る
﹁
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
︵
ラ
イ
ズ
︶

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
﹂
で
は
、
な

ん
と
2
万
個
の
ラ
ン
タ
ン
が
夜

空
を
舞
う
。

　
ラ
ス
ベ
ガ
ス
と
い
え
ば
ギ
ラ

ギ
ラ
と
ネ
オ
ン
が
輝
く
街
で
ラ

ン
タ
ン
の
風
情
と
は
無
関
係
に

思
い
が
ち
だ
が
、
実
は
こ
れ
以

上
な
い
う
っ
て
つ
け
の
場
所
な

の
で
あ
る
。
町
を
ち
ょ
っ
と

離
れ
る
と
一
面
の
砂
漠
で
あ

り
、
民
家
も
山
も
川
も
海
も
な

く
、
ひ
た
す
ら
に
平
ら
な
荒
野

が
延
々
と
広
が
っ
て
い
る
。
ラ

ン
タ
ン
が
落
ち
て
も
山
火
事
の

心
配
も
な
く
、
海
や
川
を
汚
す

事
も
な
い
。
ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
大

型
ホ
テ
ル
の
お
か
げ
で
１
万
人

以
上
の
人
が
や
っ
て
き
て
も
宿

泊
場
所
に
は
困
ら
ず
、
年
間

３
０
０
日
が
晴
天
の
気
候
か
ら

雨
の
心
配
も
殆
ど
な
い
。

　
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
は
２
０
１
４
年
に

ラ
ス
ベ
ガ
ス
北
の
モ
ア
ッ
パ
砂

漠
で
第
１
回
目
を
迎
え
た
。
天

候
に
も
恵
ま
れ
イ
ベ
ン
ト
は
大

成
功
か
と
思
わ
れ
た
が
、
人
里

離
れ
た
立
地
に
た
く
さ
ん
の
人

を
集
め
た
事
で
車
両
の
出
入
り

部
分
の
統
制
が
と
れ
ず
に
イ
ベ

ン
ト
終
了
後
に
大
渋
滞
が
発

生
。
何
時
間
も
身
動
き
が
取
れ

な
い
状
態
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

僻
地
の
せ
い
で
携
帯
電
波
も
入

ら
ず
、
大
き
な
問
題
に
発
展
し

て
し
ま
っ
た
。

　
こ
の
反
省
を
踏
ま
え
て
、

翌
年
以
降
は
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

や
駐
車
場
の
整
備
に
力
を
入

れ
、
よ
り
良
い
場
所
を
求
め
て

２
０
１
８
年
か
ら
は
会
場
も
ラ

ス
ベ
ガ
ス
南
の
モ
ハ
ヴ
ェ
砂
漠

に
変
更
。
砂
漠
の
未
舗
装
地

で
あ
り
つ
つ
も
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
も
進
め
る
な
ど
、
段
取

り
は
年
々
向
上
し
て
い
っ
た
。

２
０
２
０
年
は
コ
ロ
ナ
禍
に
て

イ
ベ
ン
ト
は
中
止
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
が
、
Ｃ
Ｄ
Ｃ
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
則
り
２
０
２
１
年
は

再
開
が
決
定
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
バ
ル
ー
ン
公
害

な
ど
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
大

空
に
何
か
を
放
つ
イ
ベ
ン
ト

は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
と
同

様
、
落
下
後
に
海
に
流
れ
出
し

海
洋
生
物
が
食
べ
て
し
ま
っ
た

り
、
周
辺
に
ゴ
ミ
と
し
て
溜
ま

っ
て
し
ま
う
な
ど
の
問
題
と
は

切
っ
て
も
切
り
離
せ
な
い
。
Ｒ

Ｉ
Ｓ
Ｅ
は
﹁
イ
ベ
ン
ト
前
よ
り

も
周
辺
が
き
れ
い
に
な
る
〜

L
eave it better than w

e 
found it

〜
﹂を
モ
ッ
ト
ー
に
、

飛
ば
し
た
ラ
ン
タ
ン
は
全
て
回

収
。
会
場
周
辺
の
一
定
距
離
内

に
落
下
す
る
よ
う
に
固
形
燃
料

の
量
を
調
整
し
、
回
収
し
や
す

く
し
て
い
る
の
だ
と
か
。
周
辺

の
ゴ
ミ
拾
い
も
一
緒
に
行
う
の

だ
が
、
ラ
ン
タ
ン
以
外
の
ゴ
ミ

の
量
は
毎
年
２
ト
ン
に
も
お
よ

ぶ
の
だ
そ
う
。
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

と
ラ
ス
ベ
ガ
ス
を
繋
ぐ
主
要
高

速
道
路
の
近
く
な
の
で
、
い
か

に
ド
ラ
イ
バ
ー
の
ポ
イ
捨
て
ゴ

ミ
が
周
辺
に
た
く
さ
ん
落
ち
て

い
る
か
を
物
語
る
話
で
あ
る
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
が
無
け
れ
ば
、

2
ト
ン
の
ご
み
は
そ
の
ま
ま
な

わ
け
で
、
確
か
に
﹁
イ
ベ
ン
ト

前
よ
り
も
周
辺
が
き
れ
い
に
な

る
﹂
わ
け
だ
。
な
お
、
こ
の
ラ

ン
タ
ン
、
１
０
０
％
生
分
解
性

素
材
で
作
ら
れ
て
い
る
の
で
、

万
一
の
拾
い
残
し
が
あ
っ
た
場

合
で
も
、
そ
し
て
回
収
後
の
処

理
時
に
も
自
然
界
に
溶
け
込
め

る
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
と
い

う
事
で
あ
る
。

　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
中
央

の
ス
テ
ー
ジ
を
ぐ
る
っ
と
囲
む

形
で
数
千
個
の
ト
ー
チ
が
設
置

さ
れ
、
参
加
者
は
数
人
単
位
で

各
ト
ー
チ
を
囲
む
よ
う
に
入
場

時
に
受
取
る
マ
ッ
ト
︵
ゴ
ザ
︶

を
敷
い
て
待
機
。
日
が
暮
れ
る

ま
で
の
間
は
、
中
央
ス
テ
ー
ジ

で
バ
ン
ド
の
演
奏
を
聴
き
な
が

ら
各
自
が
ラ
ン
タ
ン
に
思
い
思

い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
て
い

く
の
だ
が
、
細
か
い
文
字
で
び

っ
し
り
書
き
込
む
人
、
１
単
語

だ
け
書
く
人
、
絵
を
描
く
人
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

　
日
が
落
ち
る
と
、
司
会
者
が

音
頭
を
取
り
、
そ
の
指
示
に
従

っ
て
い
よ
い
よ
点
火
開
始
。
ラ

ン
タ
ン
は
か
な
り
大
き
く
︵
約

高
さ
1
メ
ー
ト
ル
、
幅
50
セ
ン

チ
程
︶、
固
形
燃
料
に
火
を
付

け
た
後
、
ラ
ン
タ
ン
内
部
の
空

気
が
温
ま
っ
て
膨
張
し
、
空
に

浮
く
よ
う
に
す
る
ま
で
の
作
業

は
2
〜
3
人
で
共
に
持
っ
た
り

押
さ
え
た
り
と
い
う
協
力
が
必

要
だ
。
ぺ
し
ゃ
ん
こ
だ
っ
た
ラ

ン
タ
ン
が
熱
さ
れ
て
膨
ら
ん
で

い
く
様
子
は
ち
ょ
っ
と
し
た
理

科
の
実
験
の
よ
う
で
ワ
ク
ワ
ク

す
る
し
、
共
同
作
業
に
よ
っ
て

参
加
者
同
士
の
結
束
も
高
ま
っ

て
い
く
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

心
を
安
ら
か
に
し
て
、
空
気
が

熱
さ
れ
る
の
を
静
か
に
待
つ
。

内
部
に
熱
風
が
し
っ
か
り
溜
ま

っ
た
ら
自
然
に
任
せ
て
そ
っ
と

手
を
放
つ
と
、
ラ
ン
タ
ン
は
フ

ワ
ッ
と
浮
い
て
空
に
吸
い
込
ま

れ
て
い
く
。

　
司
会
者
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

で
会
場
全
員
が
一
斉
に
ラ
ン
タ

ン
を
解
き
放
つ
の
だ
が
、
上
昇

す
る
光
の
渦
の
内
部
か
ら
見
上

げ
る
光
景
は
、
映
像
で
見
る
の

と
は
桁
違
い
の
美
し
さ
で
あ

る
。
私
も
こ
の
瞬
間
は
毎
回
胸

が
一
杯
に
な
る
し
、
周
囲
に
は

感
動
で
涙
ぐ
む
人
も
多
く
、
フ

ィ
ナ
ー
レ
に
上
が
る
花
火
と
ラ

ン
タ
ン
の
コ
ラ
ボ
は
、
一
生
の

思
い
出
と
し
て
残
る
の
は
間
違

い
な
い
。

︵
Ｈ
Ｉ
Ｓ
ラ
ス
ベ
ガ
ス
支
店
／
　

ア
ン
ト
ニ
オ 

ア
ヤ
︶

夜
空
を
舞
う
2
万
個
の
灯
り

ラ
ス
ベ
ガ
ス
で
体
験
で
き
る
感
動
の
ラ
ン
タ
ン
上
げ

 第 419 回

　
先
日
、
大
阪
市
立
東
洋
陶

磁
美
術
館
で
開
催
中
の
﹁
柳

原
睦
夫
展
　
花
喰
ノ
器
﹂
展

︵
２
０
２
１
年
8
月
11
日
〜
22

年
2
月
6
日
︶
を
見
学
し
て

き
ま
し
た
。
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
柳
原
睦
夫

︵
１
９
３
４
〜
︶
は
高
知
市
の

医
者
の
家
に
生
ま
れ
、
京
都
市

立
美
術
大
学
︵
現
在
の
京
都
市

立
芸
術
大
学
︶
で
富
本
憲
吉

︵
１
８
８
６
〜
１
９
６
３
︶
に

陶
芸
を
学
び
ま
し
た
。
富
本
憲

吉
は
、
言
わ
ず
と
知
れ
た
人
間

国
宝
、
文
化
勲
章
受
章
者
で
あ

り
、
奈
良
県
生
駒
郡
安
堵
町
の

自
宅
跡
は
﹁
富
本
憲
吉
記
念

館
﹂
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

２
０
１
２
年
に
閉
館
し
、
現
在

は
訪
日
富
裕
層
ら
を
対
象
と
す

る
高
級
旅
館
と
し
て
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
柳
原
の
同
級
生
や
先
輩
に
は

森
野
泰
明
、
加
守
田
章
二
、
熊

倉
順
吉
、
八
木
一
夫
、
鈴
木
治

ら
が
お
り
、
彼
ら
は
１
９
４
８

年
に
日
本
に
お
け
る
現
代
陶
芸

の
始
ま
り
を
位
置
づ
け
た
と
さ

れ
る
前
衛
陶
芸
集
団
﹁
走
泥
社
﹂

を
結
成
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て

い
ま
す
︵
京
都
で
興
っ
た
陶
磁

の
革
新
を
図
る
2
つ
の
会
派
と

し
て
、
走
泥
社
と
四
耕
会
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
︶。
こ
う
し
た

面
々
に
接
し
な
が
ら
学
生
時
代

を
過
ご
し
た
柳
原
は
、
専
攻
科

を
修
了
後
、
助
手
と
し
て
勤
め

た
の
ち
、
ア
メ
リ
カ
の
ワ
シ
ン

ト
ン
州
立
大
学
︵W

ashington 
State U

niversity
︶

や

ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
ア
ル
フ
レ

ッ

ド

大

学
︵A

lfred State 
College

︶
に
招
へ
い
さ
れ
て

教
鞭
を
と
り
、
１
９
６
６
年
か

ら
72
年
に
か
け
て
数
度
に
わ
た

り
ア
メ
リ
カ
で
過
ご
し
ま
し

た
。

　
抽
象
表
現
主
義
や
ポ
ッ
プ
ア

ー
ト
に
代
表
さ
れ
る
ア
メ
リ

カ
美
術
の
動
向
を
現
地
で
体

感
し
、
帰
国
後
に
は
鮮
烈
な
金

銀
彩
を
用
い
た
独
特
の
造
形
作

品
で
注
目
さ
れ
ま
す
。
た
だ

し
、﹁
絶
対
に
陶
芸
を
捨
て
な

い
﹂
と
い
う
意
識
の
中
で
、
日

本
の
や
き
も
の
の
豊
か
な
文
化

の
連
続
性
を
否
定
せ
ず
、
現
代

に
お
け
る
新
し
い
表
現
を
模
索

し
て
ゆ
き
ま
す
。
柳
原
は
、
陶

芸
の
お
も
し
ろ
さ
を
﹁
個
人
の

表
現
と
し
て
ソ
リ
ス
ト
に
も
な

れ
る
け
れ
ど
も
、
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
が
た
ち
ど
こ
ろ
に
で
き
る
こ

と
﹂
だ
と
述
べ
て
お
り
、
ど
の

会
派
や
団
体
に
も
属
さ
ず
に
我

が
道
を
進
み
ま
し
た
。
一
般
に

あ
ま
り
名
前
が
知
ら
れ
て
い
な

い
の
は
そ
の
た
め
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、﹁
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
・

南
米
現
代
国
際
工
芸
展
﹂、﹁
韓

国
陶
芸
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
﹂、﹁
台

湾
陶
芸
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
﹂
等

の
審
査
員
を
歴
任
し
、
各
地
で

講
演
・
陶
芸
指
導
に
あ
た
り
、

京
都
市
芸
術
功
労
賞
、
京
都
府

文
化
賞
功
労
賞
、
日
本
陶
磁
協

会
賞
金
賞
、
京
都
美
術
文
化
賞

等
を
受
賞
さ
れ
、
現
在
も
大
阪

芸
術
大
学
名
誉
教
授
と
し
て
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
東
洋
陶
磁
美
術
館
で
の
企
画

展
は
、
柳
原
睦
夫
の
作
品
4
点

の
受
贈
を
記
念
し
、
個
人
蔵
を

加
え
た
柳
原
作
41
点
と
と
も

に
、
柳
原
の
作
品
に
華
道
家
・

杉
田
一
弥
が
花
を
活
け
た
写
真

作
品
16
点
を
併
せ
て
展
示
し
て

い
ま
す
。
写
真
を
見
て
わ
か
る

と
お
り
、
そ
の
斬
新
さ
に
は
目

を
奪
わ
れ
ま
す
。﹁
キ
・
オ
リ

ベ
後
屈
瓶
﹂
な
ど
は
、
ま
さ
に

織
部
焼
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
で
し
ょ

う
。
花
を
生
け
る
の
で
は
な
く
、

展
覧
会
名
の
と
お
り
﹁
花
を
喰
﹂

し
て
い
る
気
が
し
ま
す
。
実
際
、

作
品
の
中
に
は
食
虫
植
物
を
連

想
さ
せ
る
よ
う
な
も
の
も
あ
り

ま
す
。
東
洋
陶
磁
美
術
館
は
、

住
友
グ
ル
ー
プ
か
ら
寄
贈
さ
れ

た
﹁
安
宅
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
﹂
は

じ
め
高
麗
・
朝
鮮
時
代
の
朝
鮮

陶
磁
、
中
国
陶
磁
で
有
名
で
す

が
、
こ
う
し
た
現
代
陶
芸
の
展

示
も
魅
力
的
で
す
。

︵
文
・
栗
原
祐
司 

京
都
国
立
博

物
館
副
館
長
︶

柳原睦夫展

＊ＲＩＳＥフェスティバルのプロモーション動画：
https://www.youtube.com/watch?v=2oewS9Z_fsc

https://www.youtube.com/watch?v=2oewS9Z_fsc
mailto:meiseimotors@aol.com
tel:2018819952
http://op-ed.jp
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週刊NY生活 の広告をぜひご活用下さい ! !
それぞれの広告から、広告主のウェブサイト（ウェブサイトがない場合は広告に記載されている連絡先）にリンクが貼られていますので、

ワンクリックでより詳細な情報をゲットでき、大変便利です！

www.nyseikatsu.com

NYコミュニティに参加して、楽しいアクティブアダルトライフを！
　﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
を
発
行
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社
が
窓
口
と
な
っ
て
昨
年

末
に
立
ち
上
げ
た
、
日
本
帰
国
支
援
サ
ー
ビ

ス
﹁FU

RU
SA

T
O

 PRO
JECT

﹂
の 

Ｎ
Ｙ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
す
が
、
お
陰
様
で
こ
の
７

か
月
で
60
名
以
上
が
参
加
頂
け
る
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、﹁
ア
ク
テ
ィ
ブ

ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
﹂
を
テ
ー
マ
と
し
、
こ
れ

か
ら
の
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
ど
の
よ
う
に
過
ご

し
て
い
く
の
か
。
日
本
へ
の
帰
国
を
考
え
た

り
、
悩
ん
で
い
る
方
々
に
対
し
て
、﹁
お
金
・

健
康
・
生
活
・
人
間
関
係
﹂
の
4
つ
の
ポ
イ

ン
ト
に
し
て
、
一
緒
に
悩
み
を
解
決
し
て
い

く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
を
毎
月
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
考
え
る
﹁
ア
ク
テ
ィ
ブ
ア
ダ
ル

ト
ラ
イ
フ
﹂
は
、﹁
自
分
の
強
み
を
活
か
し
て

社
会
に
貢
献
す
る
エ
ル
ダ
ー
﹂
と
定
義
し
て

い
ま
す
。
日
本
へ
帰
国
し
た
後
、
皆
さ
ん
の

こ
れ
ま
で
の
経
験
や
知
識
、
強
み
を
活
か
し

て
、
日
本
を
、
そ
し
て
日
本
の
若
者
を
一
緒

に
元
気
に
し
た
い
! !
そ
う
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
世
界
が
一
変
し
ま
し
た
。

い
つ
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
と
実
感
し

た
か
ら
こ
そ
、
今
、
こ
れ
か
ら
の

人
生
を
主
体
的
に
生
き
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
教
え
て
く
れ
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
一
緒
に
ア

ク
テ
ィ
ブ
ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
を
築

き
、
人
生
よ
り
幸
せ
に
歩
ん
で
い

き
ま
せ
ん
か
？

　
次
の
よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち
の

方
は
、
是
非
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
ご
参
加
下
さ
い
。
ま
た
、
将
来

の
参
考
に
し
た
い
と
い
う
現
役
世

代
の
方
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

☑
日
本
へ
の
帰
国
を
考
え
て
い

て
、
何
か
ら
始
め
て
良
い
か
分
か

ら
な
い
。

☑
日
本
へ
帰
国
を
考
え
て
い
る

け
ど
、
日
本
の
情
報
が
分
か
ら
な

い
。

☑
ア
メ
リ
カ
の
老
後
に
漠
然
と

し
た
不
安
を
抱
え
て
い
る
。

☑
身
寄
り
が
少
な
く
、
同
じ
よ
う
な
境
遇
の

方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
た
い
。

☑
日
本
帰
国
を
考
え
て
い
る
け
ど
誰
に
相
談

し
て
良
い
か
分
か
ら
な
い
。

　FU
RU

SA
T

O
 PRO

JECT

の
Ｎ
Ｙ
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
が
、
あ
な
た
に
と
っ
て
抱
え
て
い

る
悩
み
の
解
決
に
繋
が
る
一
歩
を
踏
み
出
せ

る
と
思
い
ま
す
。

　
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
今
後
も
さ
ら
に

特
典
を
充
実
し
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て

良
い
も
の
に
な
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。 

ご
友
人
等
で
お
困
り
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
ら
、
是
非
こ
の
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
！

　
有
料
・
無
料
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
共
に
、
会

員
へ
の
加
入
は
　
Ｎ
Ｙ
事
務
局
窓
口
担
当
　

久

松

茂
︵hisam

atsu@
nyseikatsu.com

︶

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
お
申
し
込
み
の

際
は
、
参
加
希
望
者
の
フ
ル
ネ
ー
ム
︵
日
本

語
表
記
・
英
語
表
記
共
に
︶、
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
、
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
有
料
・
無

料
ど
ち
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
ご
参
加
希
望

か
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

日本帰国支援サービス「FURUSATO PROJECT」

無料NYコミュニティ参加の特典

有料NYコミュニティ会員の特典

【ワークショップ・アクティブアダルトライフ～日本帰国を考える7回シリーズ～第2弾】（無料）

・日本の情報などこれからの老後生活に有益な情報
がメルマガで得られる

・オンラインのワークショップ等のセミナー案内が
優先的に届く

・ワークショップに参加できなかった方は、セミ
ナー動画の閲覧が可能

・お悩みに対して相談窓口が対応

・ニューヨークでの現地情報

・オンラインでの健康コンサルティングの料金特別
割引

無料会員の特典をさらにパワーアップし、有料会員
限定の特典をご提供します。

・LINEグループのオンラインコミュニティ（有料会員
の方同士でオンライン・オフラインで繋がれる）

・有料会員向けメルマガ（月1回の有料会員限定の
日本帰国に関する有益情報）

・セミナー優先案内と優先申込（事務局が主催する
セミナーを先行案内）

・有料会員限定イベント（今後一時帰国プランや住
まい探しイベントなどを企画予定）

・FURUSATO PROJECTサービスを特別価格にてご
提案

・少人数制イベントへの参加費は無料（一般参加は
2000円）

・上記に加え、無料コミュニティの特典も全て受け
られます

＜有料コミュニティ会費＞　月1,650円（税込）

NY コミュニティに登録すると、全 7 回シリーズのオンラインワークショップなどのイベントに参加できます。

◆  7  月：第 1 回 一緒に考える。〜現在のコロナ禍におけるこれからの人生の歩み方〜 （終了）
◆  8  月：第 2 回 アメリカにお住まいの方々が抱えている困り事や心配事〜今から取り組むアクティブ終活〜（終了）
◆  9  月：第 3 回 これからのアクティブアダルトの日米比較【お金編】〜日本での生活がどれだけお金がかかるのか〜 （定員達成）
◆ 10 月：第 4 回 これからのアクティブアダルトの日米比較【健康編】〜人生 100 年時代を生き抜く最先端の健康法〜
◆ 11 月：第 5 回 これからのアクティブアダルトの日米比較【生活編】〜日本帰国後の住まいの選択肢に新たなご提案〜
◆ 12 月：第 6 回 これからのアクティブアダルトの日米比較【人間関係編】〜日本帰国後のあなた×地域×社会参加・貢献〜
◆ 2022 年 1 月：第 7 回 日本に一時帰国の際に行うべきこと〜アクティブアダルトライフ あなた×タイミング×地域×人〜

FURUSATO PROJECT NY 事務局窓口担当／週刊 NY 生活　業務責任者・社長　　久松　茂　(hisamatsu@nyseikatsu.com)

http://www.nyseikatsu.com
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%EF%B8%B6
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%EF%B8%B6
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%EF%B8%B6
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%EF%B8%B6
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
https://shopnyseikatsu.com/
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